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I 調査概要 

 

１ 調査の目的 

 

本調査は、インターネットの利用やトラブル被害を経験した都内公立学校児童・生徒の割合

及びその内容、保護者の認識、学校対応等の現状を明らかにし、情報教育行政を進める上での

基礎資料とするとともに、有害情報から子供を守るための情報教育等の推進を図るためのもの

である。 

 

２ 調査の概要 

 

（１） 調査対象校 

 区市町村立 
小学校 

区市町村立 
中学校 

都立中等 
教育学校 

都立 
高等学校 

都立特別 
支援学校 

計 

児童・生徒 44 校 27 校 2 校 15 校 15 校 103 校 

学校管理職 44 校 27 校 2 校 15 校 15 校 103 校 

 

（２） 調査方法 

 

児童・生徒は学校別に作成された Web アンケート入力フォームの URL と二次元コードを印

刷した教員向け指示用紙と保護者向けお知らせを各学校へ必要部数まとめて郵送し、パソコン

やスマートフォンより回答を得た。同時に学校管理職用 Web アンケート入力フォームの URL

と二次元コードを印刷した依頼書を学校長あてに同封し、回答を得た。 

 

（３） 調査の期間 

 

令和 6 年 10 月 15 日（火）～ 令和 7 年 1 月 8 日（水） 
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３ 回収数・回収率 

 

過去２年分と令和６年度の比較を行った。 

 児童・生徒 

（ｎ） 

学校 

（ｎ） 

校種ごとの 

回収率 

全体に対する 

割合 

全体 

令和 4 年度 12,100 102 100.0% 100.0% 

令和 5 年度 11,662 102 100.0% 100.0% 

令和６年度 11,434 103 100.0% 100.0% 

小学校 

令和 4 年度 6,970 44 100.0% 43.1% 

令和 5 年度 7,069 44 100.0% 43.1% 

令和６年度 7,153 44 100.0% 42.7% 

中学校 

令和 4 年度 3,133 29 100.0% 28.4% 

令和 5 年度 2,395 28 100.0% 27.5% 

令和６年度 2,398 28 100.0% 27.2% 

高等学校 

令和 4 年度 1,347 15 100.0% 14.7% 

令和 5 年度 1,508 15 100.0% 14.7% 

令和６年度 1,282 16 100.0% 15.5% 

特別支援

学校 

令和 4 年度 650 14 100.0% 13.7% 

令和 5 年度 690 15 100.0% 14.7% 

令和６年度 601 15 100.0% 14.6% 

※調査対象校は以下の通り。 

令和４年度 小学校 44 校、中学校 29 校、高等学校 15 校、特別支援学校 14 校、合計 102 校 

令和５年度 小学校 44 校、中学校 28 校、高等学校 15 校、特別支援学校 15 校、合計 102 校 

令和６年度 小学校 44 校、中学校 28 校、高等学校 16 校、特別支援学校 15 校、合計 103 校 

校種ごと回収率は、全校種とも全校回答であった。 

全体に対する割合は、調査対象校合計に対する各校種の校数の割合を示している。 
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４ 集計表記規則 

 

本書の集計結果表記規則を以下に記載する。 

●「児童・生徒」11,434 票、「学校管理職」103 票の回答を得た。 

表及びグラフ中の「ｎ」は、各設問に対する回答比率基数として示す。 

●母数「ｎ」を基に算出した値は百分率で表記し、小点第２位を四捨五入している。 

そのため、内訳合計が全体の計に一致しないことあるが、表記上は「100.0%」としている。 

●グラフ内割合の表記について 

グラフ内割合の表記において、全ての値について表記するのを原則としているが、紙面制約

上、省略しているもの（ 0.0％や低割合数値など）が一部ある。 

●複数回答可の設問における表及びグラフについて 

回答件数の合計は母数（n）を超え、また回答比率の合計は 100.0%を超えた表記になって

いる。 

 

５ 経年変化の調査結果について（P.75～） 

 

Ⅲ経年比較（P.75～）の結果は、令和４年度より紙での調査から Web アンケート形式に

変更し、一部を除き回答漏れによる「無回答」がなくなった。このため、令和３年度までの

結果と令和４年度以降の結果を比較して経年変化の傾向を見ることには注意が必要である。 

 

小学校

43.1%
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42.7%
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27.2%

高等学校

14.7%

14.7%

15.5%
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13.7%
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14.6%
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II 調査結果 

 

１ 児童・生徒 

 

（１） インターネットを利用するための機器 

 

【質問１】  インターネットを利用するために使っている機器はどれですか。（複数回答可） 

 

分析 

全体では「タブレット端末・パソコン」68.4％、「スマートフォン」64.6％、「ゲーム機」56.5％、

「自分の携帯電話」12.6％、「携帯型音楽プレーヤー」6.4％の順に割合が高くなっている。 

小学校・特別支援学校で「タブレット端末・パソコン」が最も高く、中学校・高等学校で「ス

マートフォン」が最も高い。 

☝指導のポイント 

それぞれの機器によるインターネットの利用が可能な状況を踏まえ、不適切な利用や考えら

れるトラブルについて、児童・生徒対し主体的に考えさせ、端末やＳＮＳ等のルールづくりに

生かすようにすることが大切である。 

 

■インターネットを利用するための機器（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

インターネットを利用するための機器の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ 

自
分
の
携
帯
電
話 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
・ 

パ
ソ
コ
ン 

ゲ
ー
ム
機 

携
帯
型 

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー 

全体 11,434 12.6 64.6 68.4 56.5 6.4 

小学校 7,153 12.2 50.7 69.4 57.9 6.7 

中学校 2,398 12.6 91.9 65.2 62.8 7.2 

高等学校 1,282 16.7 95.9 66.4 47.0 4.4 

特別支援学校 601 7.8 53.4 73.9 35.6 4.7 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■インターネットを利用するための機器（学校種別） 
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（２） アプリ（SNS）の利用状況 

 

【質問２】 下の絵にあるアプリ（SNS）を使っていますか。（複数回答可） 

 

分析 

全体では「YouTube」86.3％、「LINE」57.3％、「TikTok」29.0％、「Instagram」26.0％、「X(旧

Twitter)」18.6％の順に割合が高くなっている。 

小学校・特別支援学校で「YouTube」が最も高く、中学校・高等学校で「LINE」が最も高い。 

☝指導のポイント 

YouTube 等、興味・関心に応じたコンテンツが表示されるアプリは、長時間視聴しがちであ

り、学習や健康に悪影響が出たり、 SNS 等を通じていじめや犯罪に巻き込まれたりするなど、

様々な問題が考えられる。 

このような問題から児童・生徒たちを守るために、情報通信端末の適切な使い方を指導する

など、児童・生徒たちの情報活用能力育成を図っていくことが重要である。 

 

■アプリ（SNS）の利用状況（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

アプリ（SNS）の利用状況の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｘ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
） 

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ 

Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ 

位
置
情
報
ア
プ
リ 

Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
ｒ
ｄ 

Ｂ
ｅ
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
． 

使
っ
て
い
な
い 

全体 11,434 86.3 57.3 18.6 3.6 26.0 29.0 8.6 8.7 7.4 8.4 

小学校 7,153 82.5 39.3 6.0 2.7 10.6 21.0 6.2 2.8 1.8 12.0 

中学校 2,398 92.0 92.5 34.2 5.2 47.1 44.1 11.6 15.5 13.6 1.8 

高等学校 1,282 95.3 97.7 61.2 5.1 76.6 48.7 17.5 30.0 29.2 1.6 

特別支援学校 601 89.4 44.1 15.0 4.0 16.5 22.3 6.3 6.5 2.5 7.3 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■アプリ（SNS）の利用状況（学校種別） 
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（３） 学校でのタブレット・パソコンの利用時間（学校） 

 

【質問３】 一日何時間くらい、学校でタブレット・パソコンを利用していますか。（単一回

答） 

 

分析 

全体では「１時間程度」45.6％、「ほとんど使わない」26.6％、「２時間程度」14.3％の順に

割合が高くなっている。 

小学校・中学校・特別支援学校で「１時間程度」が最も高く、高等学校で「ほとんど使わな

い」が最も高い。 

 

■学校でのタブレット・パソコンの利用時間（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

学校でのタブレット・パソコンの利用時間の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

１
時
間
程
度 

２
時
間
程
度 

３
時
間
程
度 

４
時
間
程
度 

５
時
間
程
度 

６
時
間
程
度 

６
時
間
を
超
え
る 

ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い 

全体 11,434 45.6 14.3 6.2 2.7 1.4 1.1 2.0 26.6 

小学校 7,153 50.5 14.1 5.4 2.3 1.1 0.8 1.5 24.2 

中学校 2,398 39.7 17.3 8.1 3.9 1.7 1.5 2.1 25.6 

高等学校 1,282 29.3 11.2 5.7 3.6 1.9 1.6 5.1 41.7 

特別支援学校 601 45.4 11.5 9.3 1.5 1.7 2.2 2.0 26.5 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■学校でのタブレット・パソコンの利用時間（学校種別） 
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（４） 一日の学習用を除いたインターネット利用時間（動画・ゲーム・SNS） 

 

【質問４】 一日何時間くらい、動画（学習用を除く）・ゲーム・SNS などでインターネット

を利用しますか。（単一回答） 

 

分析 

全体では「１時間程度」25.4％、「２時間程度」21.6％、「３時間程度」15.9％の順に割合が

高くなっている。 

小学校・特別支援学校で「１時間程度」が最も高く、中学校で「２時間程度」、高等学校では

「６時間を超える」が最も高い。 

☝指導のポイント 

インターネットの利用に時間を使い過ぎた経験について振り返らせ、長時間のインターネッ

トの利用による学校生活への影響やトラブルについて話し合うなど主体的に考えさせること

が大切である。 

 

■一日の学習用を除いたインターネット利用時間（動画・ゲーム・SNS）（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

一日の学習用を除いたインターネット利用時間（動画・ゲーム・

SNS）の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

１
時
間
程
度 

２
時
間
程
度 

３
時
間
程
度 

４
時
間
程
度 

５
時
間
程
度 

６
時
間
程
度 

６
時
間
を
超
え
る 

ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い 

全体 11,434 25.4 21.6 15.9 8.5 5.3 3.1 7.3 12.9 

小学校 7,153 31.0 21.1 12.7 6.8 4.4 2.2 4.6 17.3 

中学校 2,398 15.4 26.0 24.8 12.3 6.5 3.7 7.8 3.3 

高等学校 1,282 10.6 19.5 19.3 11.4 9.1 7.1 20.2 2.8 

特別支援学校 601 31.1 15.8 11.0 7.0 3.8 2.7 8.3 20.3 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■一日の学習用を除いたインターネット利用時間（動画・ゲーム・SNS）（学校種別） 
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（５） ゲームでの課金の有無 

 

【質問５】 これまで、スマートフォンやゲーム機のゲームで、お金を払ってゲーム内のアイ

テムや、有料のガチャを購入したことがありますか。（単一回答） 

 

分析 

全体で「ない」の割合が 71.8％で高くなっている。小学校・中学校・高等学校と校種が上が

るにつれて、課金の経験があると回答した割合が高くなっている。 

☝啓発のポイント 

ゲームでの課金については、あらかじめ家庭内で課金についてのルールを話し合っておくこ

とが大切である。保護者が知らずに課金がされている場合もあるため、子供用のアカウントを

作った上で、ゲーム機などに搭載されたペアレンタルコントロール機能を使って課金を制限し

たり、子供が保護者のアカウントを使えないよう設定したりするなどの対応が必要である。 

 

■ゲームでの課金の有無（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

ゲームでの課金の有無の割合（％） 

① ② 

あ
る 

な
い 

全体 11,434 28.2 71.8 

小学校 7,153 23.9 76.1 

中学校 2,398 35.0 65.0 

高等学校 1,282 44.2 55.8 

特別支援学校 601 17.5 82.5 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 

 

  



II 調査結果 １児童・生徒 

13 / 114 

 

 

■ゲームでの課金の有無（学校種別） 
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（６） ゲームでの課金金額 

 

【質問６】 令和６年４月から今までの間で、スマートフォンやゲーム機のゲームで、ゲーム

内のアイテムや、有料のガチャにいくら払いましたか。（単一回答） 

 

分析 

質問５で課金の経験が「ある」と回答した人のうち、令和６年４月から今までの間に「課金

していない」を除くと、全体では「１，０００円～２，９９９円」21.6％、「９９９円以下」19.9％、

「３，０００円～４，９９９円」13.1％の順に割合が高くなっている。 

課金金額では、小学校で「９９９円以下」が最も高く、中学校・特別支援学校で「１，００

０円～２，９９９円」、高等学校では「１０，０００円～４９，９９９円」が最も高い。 

 

■ゲームでの課金金額（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

ゲームでの課金金額の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

９
９
９
円
以
下 

１
，
０
０
０
円
～
２
，
９
９
９
円 

３
，
０
０
０
円
～
４
，
９
９
９
円 

５
，
０
０
０
円
～
９
，
９
９
９
円 

１
０
，
０
０
０
円
～
４
９
，
９
９
９
円 

５
０
，
０
０
０
円
～
９
９
，
９
９
９
円 

１
０
万
円
以
上 

課
金
し
て
い
な
い 

全体 3,222 19.9 21.6 13.1 9.8 12.1 2.5 2.8 18.2 

小学校 1,710 25.1 25.0 13.3 8.9 8.8 1.7 1.9 15.2 

中学校 840 14.8 18.6 13.3 10.4 13.0 2.5 3.1 24.4 

高等学校 567 12.3 16.0 12.9 12.0 20.8 5.1 4.9 15.9 

特別支援学校 105 18.1 19.0 8.6 8.6 11.4 1.9 2.9 29.5 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。（「課金していない」を除く） 
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■ゲームでの課金金額（学校種別） 
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（７） 一日のインターネット利用時間（学習） 

 

【質問７】 一日何時間くらい、家でインターネットを使った学習をしますか。（単一回答） 

 

分析 

全体では「しない・ほとんどしない」48.8％、「１時間程度」35.1％、「２時間程度」9.1％の

順に割合が高くなっている。 

すべての学校種で「しない・ほとんどしない」が最も高い。 

 

■一日のインターネット利用時間（学習）（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

一日のインターネット利用時間（学習）の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

１
時
間
程
度 

２
時
間
程
度 

３
時
間
程
度 

４
時
間
程
度 

５
時
間
程
度 

６
時
間
程
度 

６
時
間
を
超
え
る 

し
な
い
・
ほ
と
ん
ど
し
な
い 

全体 11,434 35.1 9.1 3.5 1.3 0.7 0.5 1.0 48.8 

小学校 7,153 37.8 9.3 3.7 1.3 0.8 0.5 1.0 45.6 

中学校 2,398 33.4 9.3 2.5 0.7 0.4 0.2 0.5 53.1 

高等学校 1,282 28.6 9.0 4.0 2.1 1.2 0.6 1.9 52.6 

特別支援学校 601 24.5 5.5 3.0 1.5 0.7 0.7 2.0 62.2 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■一日のインターネット利用時間（学習）（学校種別） 
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（８） インターネットを使用した学習の内容 

 

【質問８】 質問７で ①～⑦を選んだ人に質問します。家でのインターネットを使った学習

は、どのような内容ですか。（複数回答） 

 

分析 

全体では「宿題」58.4％、「調べ学習」38.4％、「予習・復習」35.6％の順に割合が高くなって

いる。 

小学校で「宿題」が最も高く、中学校では「調べ学習」が最も高い。高等学校・特別支援学

校では「動画視聴」が最も高い。 

 

■インターネットを使用した学習の内容（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

インターネットを使用した学習の内容の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

宿
題 

予
習
・
復
習 

動
画
視
聴 

調
べ
学
習 

友
達
と
の
共
同
編
集 

そ
の
他 

全体 5,852 58.4 35.6 31.5 38.4 8.3 7.2 

小学校 3,892 62.2 33.1 21.2 30.8 7.5 7.9 

中学校 1,125 53.5 43.7 44.6 56.5 10.3 6.3 

高等学校 608 52.6 41.0 66.1 55.4 10.2 4.3 

特別支援学校 227 32.2 22.5 51.1 32.6 7.5 7.9 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■インターネットを使用した学習の内容（学校種別） 
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（９） 生成ＡＩの利用状況 

 

【質問９】 家でインターネットを使って学習をする時に、生成ＡＩを使ったことがあります

か。（単一回答） 

 

分析 

全体で「使ったことがない」83.1％の割合が高くなっている。「使ったことがある」は 16.9％

であった。 

 

 

■生成ＡＩの利用状況（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

生成ＡＩの利用状況の割合（％） 

① ② 

使
っ
た
こ
と
が
あ
る 

使
っ
た
こ
と
が
な
い 

全体 11,434 16.9 83.1 

小学校 7,153 13.7 86.3 

中学校 2,398 21.5 78.5 

高等学校 1,282 29.7 70.3 

特別支援学校 601 8.7 91.3 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■生成ＡＩの利用状況（学校種別） 
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（１０） 熱中しているものの有無 

 

【質問１０】 学校の部活動や習いごと以外で熱中しているものがありますか。（単一回答） 

 

分析 

全体で「ある」は 65.3％で割合が高くなっている。「ない」は 34.7％であった。 

 

 

■熱中しているものの有無（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

熱中しているものの有無の割合

（％） 

① ② 

あ
る 

な
い 

全体 11,434 65.3 34.7 

小学校 7,153 62.8 37.2 

中学校 2,398 74.0 26.0 

高等学校 1,282 67.6 32.4 

特別支援学校 601 55.1 44.9 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■熱中しているものの有無（学校種別） 
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（１１） 熱中している内容 

 

【質問１１】 熱中しているのは、どのようなことですか。（複数回答可） 

 

分析 

全体では「ゲーム（スマホ・タブレット）」43.6％、「動画視聴（スマホ・タブレット）」41.6％、

「スポーツ」33.7％の順に割合が高くなっている。 

小学校で「ゲーム（スマホ・タブレット）」が最も高く、中学校・高等学校・特別支援学校で

「動画視聴（スマホ・タブレット）」が最も高い。 

☝指導のポイント 

子供たちが熱中している内容については、「①ゲーム（スマホ・タブレット）」と「②動画視

聴（スマホ・タブレット）」と、スマホ・タブレットを使うものの割合が高い。日々の学校生活

の中で、子供たちに多様な経験を積ませることで選択肢を増やし、様々なことに目を向けさせ

ていくことが重要である。 

 

■熱中している内容（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

熱中している内容（％）の割合  １／２ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

ゲ
ー
ム
（
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
） 

動
画
視
聴
（
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
） 

動
画
配
信
（
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
） 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
） 

ゲ
ー
ム
（
ゲ
ー
ム
専
用
機
・
パ
ソ
コ
ン
） 

テ
レ
ビ
視
聴 

お
絵
描
き
・
イ
ラ
ス
ト 

楽
器
演
奏 

全体 7,462 43.6 41.6 5.5 15.3 28.5 18.0 23.4 11.7 

小学校 4,489 43.5 32.9 4.7 7.3 27.1 17.8 24.5 10.2 

中学校 1,775 45.5 55.6 6.8 29.9 33.6 21.0 21.9 14.6 

高等学校 867 42.4 52.9 6.5 28.6 26.5 10.8 22.0 14.4 

特別支援学校 331 38.1 55.3 6.0 11.8 24.5 23.3 19.9 10.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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学校種 （ｎ） 

熱中している内容（％）の割合  2／２ 

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 

ペ
ッ
ト
・
動
物
飼
育
（
主
に
自
分
で
行
う
） 

工
作
・
手
芸 

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
・
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム 

読
書 

料
理
・
お
菓
子
作
り 

ス
ポ
ー
ツ 

外
遊
び 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
バ
イ
ク
・
自
動
車 

全体 7,462 10.5 16.2 11.4 22.2 13.8 33.7 20.9 9.5 

小学校 4,489 11.7 21.5 14.8 24.3 15.0 36.3 25.5 10.5 

中学校 1,775 8.5 8.1 7.0 20.8 12.8 34.8 15.2 7.9 

高等学校 867 9.9 7.2 5.0 16.7 11.4 23.1 10.0 8.4 

特別支援学校 331 6.6 11.2 5.4 15.7 10.3 20.2 17.5 6.6 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■熱中している内容（学校種別） 

 

43.6

41.6

5.5

15.3

28.5

18.0

23.4

11.7

10.5

16.2

11.4

22.2

13.8

33.7

20.9

9.5

43.5

32.9

4.7

7.3

27.1

17.8

24.5

10.2

11.7

21.5

14.8

24.3

15.0

36.3

25.5

10.5

45.5

55.6

6.8

29.9

33.6

21.0

21.9

14.6

8.5

8.1

7.0

20.8

12.8

34.8

15.2

7.9

42.4

52.9

6.5

28.6

26.5

10.8

22.0

14.4

9.9

7.2

5.0

16.7

11.4

23.1

10.0

8.4

38.1

55.3

6.0

11.8

24.5

23.3

19.9

10.0

6.6

11.2

5.4

15.7

10.3

20.2

17.5

6.6

0 10 20 30 40 50 60

①ゲーム（スマホ・タブレット）

②動画視聴（スマホ・タブレット）

③動画配信（スマホ・タブレット）

④ＳＮＳ（スマホ・タブレット）

⑤ゲーム（ゲーム専用機・パソコン）

⑥テレビ視聴

⑦お絵描き・イラスト

⑧楽器演奏

⑨ペット・動物飼育（主に自分で行う）

⑩工作・手芸

⑪ボードゲーム・カードゲーム

⑫読書

⑬料理・お菓子作り

⑭スポーツ

⑮外遊び

⑯サイクリング・バイク・自動車

全体

(n=7,462)

小学校

(n=4,489)

中学校

(n=1,775)

高等学校

(n=867)

特別支援学校

(n=331)
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（１２） インターネットでの知らない人とのやりとり 

 

【質問１２】 インターネットで知らない人とやりとりしたことがありますか。（複数回答可） 

 

分析 

全体では「やりとりしたことはない」47.9％、「『いいね』ボタンを押したことがある」39.6％、

「感想・コメントを書き込んだことがある」18.9％の順に割合が高くなっている。 

小学校・特別支援学校で「やりとりしたことはない」が最も高く、中学校・高等学校で「『い

いね』ボタンを押したことがある」が最も高い。 

☝指導のポイント 

高校生の 12.5％が、インターネットで知り合った人と直接会っていたり、中学生の 23.2％、

高校生の 36.7％がＤＭ等をやりとりした経験があったりなど、保護者が把握困難なやりとりを

している。直接会うリスクを考えさせたり、実態を保護者に啓発したりするなどして、安全管

理を徹底する必要がある。 

 

■インターネットでの知らない人とのやりとり（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

インターネットでの知らない人とのやりとりの割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

「
い
い
ね
」
ボ
タ
ン
を
押
し
た
こ
と
が

あ
る 

感
想
・
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
ん
だ
こ
と

が
あ
る 

Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
等

を
や
り
と
り
し
た
こ
と
が
あ
る 

直
接
会
っ
た
こ
と
が
あ
る 

や
り
と
り
し
た
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

全体 11,434 39.6 18.9 12.0 3.3 47.9 13.3 

小学校 7,153 29.0 11.7 4.2 1.4 56.9 16.5 

中学校 2,398 62.2 33.2 23.2 4.4 31.8 5.8 

高等学校 1,282 65.8 35.5 36.7 12.5 23.8 5.1 

特別支援学校 601 19.0 11.3 6.5 1.8 57.6 23.3 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■インターネットでの知らない人とのやりとり（学校種別） 

 

  

39.6

18.9

12.0

3.3

47.9

13.3

29.0

11.7

4.2

1.4

56.9

16.5

62.2

33.2

23.2

4.4

31.8

5.8

65.8

35.5

36.7

12.5

23.8

5.1

19.0

11.3

6.5

1.8

57.6

23.3

0 10 20 30 40 50 60 70

①「いいね」ボタンを押したことがある

②感想・コメントを書き込んだことがある

③ＤＭ（ダイレクトメッセージ）

等をやりとりしたことがある

④直接会ったことがある

⑤やりとりしたことはない

⑥わからない

全体

(n=11,434)

小学校

(n=7,153)

中学校

(n=2,398)

高等学校

(n=1,282)

特別支援学校

(n=601)
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（１３） やりとりのきっかけは、どのような話題か 

 

【質問１３】 質問１２で「ＤＭ（ダイレクトメッセージ）等をやりとりしたことがある」と

「直接会ったことがある」にチェックを付けた人にお聞きします。やりとりのきっかけは、ど

のような話題でしたか。（複数回答可） 

 

分析 

全体では「ゲーム（スマホ用・家庭用・パソコン・ゲームセンター）の話」40.3％、「芸能人

やユーチューバー等の話」26.6％、「アニメや漫画の話」26.0％の順に割合が高くなっている。 

小学校・中学校・高等学校で「ゲーム（スマホ用・家庭用・パソコン・ゲームセンター）の

話」が最も高く、特別支援学校で「芸能人やユーチューバー等の話」が最も高い。 

☝指導のポイント 

インターネットでの知らない人とのやりとりで「DM 等のやりとり」「直接会った」ことの

ある児童・生徒の半数近くが、ゲームの話をきっかけとしてやりとりしている。ＳＮＳ等によ

り、趣味等の話題について情報交換ができる利点がある反面、直接会うことによりトラブルに

巻き込まれることも考えられる。中学生や高校生に対し、トラブルに巻き込まれずにゲームや

ＳＮＳ等を適切に楽しむことについて考えさせることが大切である。 

 

■やりとりのきっかけは、どのような話題か（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

やりとりのきっかけは、どのような話題かの割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

芸
能
人
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
等
の

話 フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
の
話 

ア
ニ
メ
や
漫
画
の
話 

部
活
や
習
い
ご
と
の
話 

受
験
や
試
験
等
の
勉
強
の
話 

ゲ
ー
ム
（
ス
マ
ホ
用
・
家
庭
用
・
パ

ソ
コ
ン
・
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
）
の
話 

友
だ
ち
等
募
集
の
話 

そ
の
他 

全体 1,492 26.6 6.3 26.5 16.9 10.9 41.6 14.5 10.1 

小学校 384 24.2 5.7 19.3 10.7 8.6 45.6 18.2 9.6 

中学校 569 26.7 5.3 29.3 27.2 11.2 39.2 13.9 8.6 

高等学校 494 27.1 8.1 29.1 10.3 12.8 41.9 12.1 11.1 

特別支援学校 45 40.0 4.4 24.4 11.1 4.4 33.3 17.8 20.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■やりとりのきっかけは、どのような話題か（学校種別） 

 

 

その他の主な回答（カッコ内は件数） 

雑談(23) 

相手からメッセージがきた(14) 

音楽の話(11) 

趣味の話(8) 

フォローする・される（8） 

挨拶をした(6) 

Instagram フィード・ストーリーズ(5) 

相談をした相談された(4) 

 

  

26.6

6.3

26.5

16.9

10.9

41.6

14.5

10.1

24.2

5.7

19.3

10.7

8.6

45.6

18.2

9.6

26.7

5.3

29.3

27.2

11.2

39.2

13.9

8.6

27.1

8.1

29.1

10.3

12.8

41.9

12.1

11.1

40.0

4.4

24.4

11.1

4.4

33.3

17.8

20.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

①芸能人やユーチューバー等の話

②ファッションやブランドの話

③アニメや漫画の話

④部活や習いごとの話

⑤受験や試験等の勉強の話

⑥ゲーム（スマホ用・家庭用・パ

ソコン・ゲームセンター）の話

⑦友だち等募集の話

⑧その他

全体

(n=1,492)

小学校

(n=384)

中学校

(n=569)

高等学校

(n=494)

特別支援学校

(n=45)
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（１４） インターネット利用による生活や健康の変化 

 

【質問１８】 インターネットを利用していることにより、あなたの生活や健康に変化があり

ましたか。（複数回答可） 

 

分析 

全体では「その他」を除き「目が悪くなった」24.8％、「寝不足になった」21.0％、「本や新

聞を読む時間が減った」16.2％の順に割合が高くなっている。小学校・中学校・高等学校で「目

が悪くなった」が最も高く、特別支援学校で「寝不足になった」が最も高い。 

☝指導のポイント 

生活や健康に悪影響が出ている実態を踏まえ、利用時間のルールについて家庭で話し合うこ

とを指導したり、スマホに備わっている利用時間を一定期間ごとに集計したりする機能を活用

し、「ネット依存傾向」にならないよう、使い方を振り返る習慣をもたせるなどタイムマネジメ

ント能力を育成することも大切である。 

 

■インターネット利用による生活や健康の変化（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

インターネット利用による生活や健康の変化の割合（％） 1／2 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

寝
不
足
に
な
っ
た 

夜
な
か
な
か
眠
れ
な
く
な
っ
た 

家
の
仕
事
を
手
伝
う
時
間
が
な
く
な
っ

た 宿
題
な
ど
（
家
で
の
勉
強
）
す
る
時
間

が
な
く
な
っ
た 

家
の
人
と
話
す
時
間
が
減
っ
た 

メ
ー
ル
や
ブ
ロ
グ
な
ど
の
サ
イ
ト
を
見

な
い
と
、
落
ち
着
か
な
か
っ
た
り
、
不

安
に
な
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た 

学
校
に
遅
刻
し
た
り
、
欠
席
す
る
こ
と

が
増
え
た 

全体 11,434 21.0 15.6 8.3 13.3 9.4 3.0 2.6 

小学校 7,153 16.2 16.0 8.0 9.0 8.6 2.1 2.7 

中学校 2,398 25.2 13.4 10.6 22.2 11.5 4.8 1.8 

高等学校 1,282 39.1 18.3 6.7 23.6 10.6 4.9 3.7 

特別支援学校 601 23.0 14.6 6.0 6.3 7.7 2.5 2.2 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。（「その他」は除く） 
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学校種 （ｎ） 

インターネット利用による生活や健康の変化の割合（％） 2／2 

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 

人
と
話
し
た
り
、
外
出
す
る
の
が
め
ん

ど
う
に
思
う
よ
う
に
な
っ
た 

部
活
動
や
放
課
後
の
活
動
に
参
加
し
な

く
な
っ
た 

本
や
新
聞
を
読
む
時
間
が
減
っ
た 

目
が
悪
く
な
っ
た 

手
や
指
が
痛
く
な
っ
た 

使
え
る
お
小
遣
い
が
減
っ
た 

そ
の
他 

全体 11,434 6.3 1.8 16.2 25.0 5.9 3.1 30.7 

小学校 7,153 5.8 1.8 13.4 17.7 6.9 3.5 36.7 

中学校 2,398 7.2 1.5 23.2 40.2 4.0 1.6 18.7 

高等学校 1,282 8.0 3.0 21.2 43.4 4.6 3.6 13.9 

特別支援学校 601 5.2 1.2 9.8 12.1 4.2 2.3 43.3 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。（「その他」は除く） 

 

 

その他の主な回答（カッコ内は件数） 

変化はない(3,184 件) 

より良くなった(35 件) 

頭が痛くなった(9 件) 

耳が悪くなった(2 件) 
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■インターネット利用による生活や健康の変化（学校種別） 

 

21.0

15.6

8.3

13.3

9.4

3.0

2.6

6.3

1.8

16.2

25.0

5.9

3.1

30.7

16.2

16.0

8.0

9.0

8.6

2.1

2.7

5.8

1.8

13.4

17.7

6.9

3.5

36.7

25.2

13.4

10.6

22.2

11.5

4.8

1.8

7.2

1.5

23.2

40.2

4.0

1.6

18.7

39.1

18.3

6.7

23.6

10.6

4.9

3.7

8.0

3.0

21.2

43.4

4.6

3.6

13.9

23.0

14.6

6.0

6.3

7.7

2.5

2.2

5.2

1.2

9.8

12.1

4.2

2.3

43.3

0 10 20 30 40 50

①寝不足になった

②夜なかなか眠れなくなった

③家の仕事を手伝う時間がなくなった

④宿題など（家での勉強）する時間がなくなった

⑤家の人と話す時間が減った

⑥メールやブログなどのサイトを見ないと、落ち着

かなかったり、不安になったりするようになった

⑦学校に遅刻したり、欠席することが増えた

⑧人と話したり、外出するのが

めんどうに思うようになった

⑨部活動や放課後の活動に参加しなくなった

⑩本や新聞を読む時間が減った

⑪目が悪くなった

⑫手や指が痛くなった

⑬使えるお小遣いが減った

⑭その他

全体(n=11,434)

小学校(n=7,153)

中学校(n=2,398)

高等学校(n=1,282)

特別支援学校(n=601)
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（１５） インターネット利用時のルール 

 

【質問１９】 家族とインターネットを利用するときのルールを決めていますか。（単一回答） 

 

分析 

「決めている」が全体（62.6％）・小学校（69.1％）・中学校（65.1％）で高く、「決めていな

い」が高等学校（68.6％）・特別支援学校（57.7％）で高い。 

☝啓発のポイント 

ルールを決める際は、一方的にルールを押し付けるのではなく、ルールの必要性を家族で考

えて話し合う機会を確保するように保護者に啓発していくとともに、児童・生徒の発達の段階

に応じて定期的にルールを見直していくことの大切さを伝えていく。 

 

■インターネット利用時のルール（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

インターネット利用時のルールの割合（％） 

① ② 

決
め
て
い
る 

決
め
て
い
な
い 

全体 11,434 62.6 37.4 

小学校 7,153 69.1 30.9 

中学校 2,398 65.1 34.9 

高等学校 1,282 31.4 68.6 

特別支援学校 601 42.3 57.7 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■インターネット利用時のルール（学校種別） 

 

 

  

決めている

62.6

69.1

65.1

31.4

42.3

決めていない

37.4

30.9

34.9

68.6

57.7
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全体

(n=11,434)

小学校

(n=7,153)

中学校

(n=2,398)

高等学校

(n=1,282)

特別支援学校

(n=601)
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（１６） インターネット利用時のルールの内容 

 

【質問１６】 どのようなルールを決めていますか。（複数回答可） 

 

分析 

全体では「利用時間の限度を決める」72.2％、「ルールを守れなかったときにどうするか決め

る」、25.8％「出会い系サイトなどの有害サイトを利用しない」23.4％の順に割合が高くなって

いる。 

すべての学校種で「利用時間の限度を決める」が最も高い。 

☝指導のポイント 

調査結果を参考にしながら、話し合いを通して、児童・生徒の実態に応じたルールを決めて、

定期的に見直しを行うようにする。その際、ルールを守れないときはどのようなときか考えさ

せるなどして、ルールを守るためにはどのようにすれば良いかを考えさせるような指導を工夫

する必要がある。 

 

■インターネット利用時のルールの内容（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

インターネット利用時のルールの内容の割合（％） 1／2 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

料
金
の
限
度
を
決
め
る 

利
用
時
間
の
限
度
を
決
め
る 

利
用
し
な
い
日
を
決
め
る 

メ
ー
ル
や
通
話
の
相
手
を
決

め
る 

ど
ん
な
サ
イ
ト
を
利
用
し
た

か
保
護
者
に
伝
え
る 

ブ
ロ
グ
や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
サ

イ
ト
な
ど
を
作
ら
な
い 

全体 7,161 14.2 72.2 9.8 19.0 13.0 12.5 

小学校 4,944 14.1 71.8 12.1 20.4 13.9 13.2 

中学校 1,560 13.3 78.9 4.6 16.8 12.3 13.3 

高等学校 403 20.8 53.8 3.7 13.6 9.2 6.7 

特別支援学校 254 12.6 68.1 5.5 13.0 6.3 3.5 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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学校種 （ｎ） 

インターネット利用時のルールの内容の割合（％） 2／2 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

掲
示
板
な
ど
へ
の
書
き
込
み

を
し
な
い 

出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
の
有

害
サ
イ
ト
を
利
用
し
な
い 

ル
ー
ル
を
守
れ
な
か
っ
た
と

き
に
ど
う
す
る
か
決
め
る 

メ
ー
ル
を
送
る
と
き
の
ル
ー

ル
を
守
る 

利
用
機
会
を
限
定
（
帰
宅
連

絡
・
緊
急
時
な
ど
）
す
る 

そ
の
他 

全体 7,161 14.1 23.4 25.8 13.9 12.1 4.4 

小学校 4,944 13.2 19.8 26.4 14.9 13.3 5.4 

中学校 1,560 18.3 33.8 27.8 12.4 8.7 1.5 

高等学校 403 14.6 37.2 20.1 10.2 9.2 2.7 

特別支援学校 254 4.7 9.4 12.6 10.2 14.6 4.3 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 

 

その他の主な回答（カッコ内は件数） 

勉強などやるべきことを済ませてから利用す

る(56 件) 

閲覧するサイトを制限する(22 件) 
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■インターネット利用時のルールの内容（学校種別） 

 

14.2

72.2

9.8

19.0

13.0

12.5

14.1

23.4

25.8

13.9

12.1

4.4

14.1

71.8

12.1

20.4

13.9

13.2

13.2

19.8

26.4

14.9

13.3

5.4

13.3

78.9

4.6

16.8

12.3

13.3

18.3

33.8

27.8

12.4

8.7

1.5

20.8

53.8

3.7

13.6

9.2

6.7

14.6

37.2

20.1

10.2

9.2

2.7

12.6

68.1

5.5

13.0

6.3

3.5

4.7

9.4

12.6

10.2

14.6

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

①料金の限度を決める

②利用時間の限度を決める

③利用しない日を決める

④メールや通話の相手を決める

⑤どんなサイトを利用

したか保護者に伝える

⑥ブログやプロフィール

サイトなどを作らない

⑦掲示板などへの書き込みをしない

⑧出会い系サイトなどの

有害サイトを利用しない

⑨ルールを守れなかった

ときにどうするか決める

⑩メールを送るときのルールを守る

⑪利用機会を限定（帰宅

連絡・緊急時など）する

⑫その他

全体

(n=7,161)

小学校

(n=4,944)

中学校

(n=1,560)

高等学校

(n=403)

特別支援学校

(n=254)
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（１７） ルールを決めるときの話し合いの有無 

 

【質問１７】 ルールを決めるときに、家庭で話し合いを行いましたか。（単一回答） 

 

分析 

全体では「行った」が 67.2％で、「行わなかった」が 32.8％であった。 

すべての学校種で「行った」が高くなった。 

☝啓発のポイント 

ルールを決める際は、一方的にルールを押し付けるのではなく、ルールの必要性を家族で考

えて話し合う機会を確保するように保護者に啓発していくとともに、児童・生徒の発達の段階

に応じて定期的にルールを見直していくことの大切さを伝えていく。 

 

■ルールを決めるときの話し合いの有無（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

ルールを決めるときの話し合いの有無の割合（％） 

① ② 

行
っ
た 

行
わ
な
か
っ
た 

全体 7,161 67.2 32.8 

小学校 4,944 64.5 35.5 

中学校 1,560 74.0 26.0 

高等学校 403 69.2 30.8 

特別支援学校 254 75.2 24.8 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■ルールを決めるときの話し合いの有無（学校種別） 

 

 

  

行った

67.2

64.5

74.0

69.2

75.2

行わなかった

32.8

35.5

26.0

30.8

24.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=7,161)

小学校

(n=4,944)

中学校

(n=1,560)

高等学校

(n=403)

特別支援学校

(n=254)
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（１８） インターネット利用時のトラブルや嫌な思いの経験の有無 

 

【質問１８】 令和６年４月から今までの間で、インターネットを利用するときにトラブルや

嫌な思いをしたことがありますか。（単一回答） 

 

分析 

全体では「ない」が 92.3％で高く、「ある」は 7.7％であった。 

すべての学校種で「ない」が高くなっている。 

☝指導のポイント 

多くの児童・生徒はトラブルの経験がないが、インターネット利用時のトラブルは匿名性な

どの特徴により、深刻な事態に陥る危険性が高いことを認識し、安全・安心にインターネット

等を利用できる力を身に付けられるように、継続した指導を行う必要がある。 

 

■インターネット利用時のトラブルや嫌な思いの経験の有無（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

インターネット利用時の 

トラブルや嫌な思いの経験の有無の割合（％） 

① ② 

あ
る 

な
い 

全体 11,434 7.7 92.3 

小学校 7,153 7.8 92.2 

中学校 2,398 7.1 92.9 

高等学校 1,282 9.3 90.7 

特別支援学校 601 5.7 94.3 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■インターネット利用時のトラブルや嫌な思いの経験の有無（学校種別） 

 

 

  

ある

7.7

7.8

7.1

9.3

5.7

ない

92.3

92.2

92.9

90.7

94.3
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全体

(n=11,434)

小学校

(n=7,153)

中学校
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高等学校

(n=1,282)

特別支援学校

(n=601)
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（１９） トラブルや嫌な思いをした経験の内容 

 

【質問１９】 自分が経験したトラブルや嫌な思いは何ですか。（複数回答可） 

 

分析 

「その他」を除くと、全体では「メールやＳＮＳに書き込んだ文章が原因で友だちとけんか

になった」30.3％、「グループ内や、誰もが見られるところで、自分の悪口や個人情報を書かれ

た」22.4％、「無料通話アプリなどのグループで仲間外れにされたり、勝手に退会させられたり

した」18.7％の順に割合が高くなっている。小学校・中学校・高等学校で「メールやＳＮＳに

書き込んだ文章が原因で友だちとけんかになった」が最も高く、特別支援学校で「寝グループ

内や、誰もが見られるところで、自分の悪口や個人情報を書かれた」が最も高い。 

☝指導のポイント 

都教育委員会で作成している「ＧＩＧＡワークブックとうきょう（旧ＳＮＳ東京ノート）」等

を活用し、ネット上のコミュニケーションで起きやすいトラブルについてカード教材を用いて

学ぶなど、インターネット等を利用する際に必要な情報モラル教育を推進する。 

 

■トラブルや嫌な思いをした経験の内容（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

トラブルや嫌な思いをした経験の内容の割合（％） 

① ② ③ ④ 

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
書
き
込
ん
だ
文
章

が
原
因
で
友
だ
ち
と
け
ん
か
に
な
っ
た 

グ
ル
ー
プ
内
や
、
誰
も
が
見
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
、
自
分
の
悪
口
や
個
人
情
報
を

書
か
れ
た 

無
料
通
話
ア
プ
リ
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で

仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
り
、
勝
手
に
退
会

さ
せ
ら
れ
た
り
し
た 

そ
の
他 

全体 884 30.3 22.4 18.7 41.4 

小学校 561 24.4 20.7 19.1 45.5 

中学校 170 40.6 22.9 20.0 39.4 

高等学校 119 45.4 27.7 14.3 26.9 

特別支援学校 34 23.5 29.4 20.6 35.3 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。（「その他」は除く） 
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■トラブルや嫌な思いをした経験の内容（学校種別） 

 

 

その他の主な回答（カッコ内は件数） 

ゲームでのトラブル(61 件) 

詐欺・盗難・アカウントの乗っ取り(12 件) 

知らない人とのトラブル(11 件) 

 

  

30.3

22.4

18.7

41.4

24.4

20.7

19.1

45.5

40.6

22.9

20.0

39.4

45.4

27.7

14.3

26.9

23.5

29.4

20.6

35.3

0 10 20 30 40 50

①メールやＳＮＳに書き込んだ文章

が原因で友だちとけんかになった

②グループ内や、誰もが見られるところ

で、自分の悪口や個人情報を書かれた

③無料通話アプリなどのグループで仲間外れ

にされたり、勝手に退会させられたりした

④その他

全体(n=884)

小学校(n=561)

中学校(n=170)

高等学校(n=119)

特別支援学校(n=34)
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（２０） トラブルを受けての対応 

 

【質問２０】 トラブルをうけて、どのようにしましたか。（複数回答可） 

 

分析 

全体では「がまんした」45.9％、「家族に相談した」30.5％、「学校・先生に相談した」13.9％

の順に割合が高くなっている。 

すべての学校種で「がまんした」が最も高い。 

☝指導のポイント 

全ての学校種において約半数がトラブルを受けても「がまんした」と回答している。身近に

いる信頼できる大人に悩みを相談することができるようにするとともに、身近にいる友達が悩

みを受け止め、支援できるようにする。また、児童・生徒が、受けたトラブルに応じて適切な

機関に相談できるよう学習者用端末のブックマークに「TOKYO ほっとメッセージチャンネル」

を登録するよう呼びかける。 

 

■トラブルを受けての対応（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

トラブルを受けての対応の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

が
ま
ん
し
た 

家
族
に
相
談
し
た 

学
校
・
先
生
に
相
談
し
た 

警
察
に
相
談
し
た 

専
門
の
相
談
窓
口
に
電
話
し
た 

そ
の
他 

全体 884 45.9 30.5 13.9 3.6 3.7 24.1 

小学校 561 41.9 34.2 14.4 4.5 4.6 21.4 

中学校 170 52.9 21.8 9.4 1.8 2.4 32.4 

高等学校 119 55.5 27.7 14.3 2.5 2.5 26.1 

特別支援学校 34 44.1 23.5 26.5 2.9 0.0 20.6 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。（「その他」を除く） 
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■トラブルを受けての対応（学校種別） 

 

 

その他の主な回答（カッコ内は件数） 

本人と話し合った(21 件) 

ブロック・ミュートした(17 件) 

運営会社に通報した（20 件） 

やりかえした(4 件) 

 

  

61.7

29.6

17.2

6.1

4.4

10.6

61.2

33.3

14.3

6.8

5.2

8.6

68.5

23.0

15.7

5.6

2.2

12.4

61.9

20.9

17.3

5.8

3.6

16.5

47.9

37.0

41.1

2.7

5.5

8.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

①がまんした

②家族に相談した

③学校・先生に相談した

④警察に相談した

⑤専門の相談窓口に電話した

⑥その他

全体(n=888)

小学校(n=498)

中学校(n=178)

高等学校(n=139)

特別支援学校(n=73)
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２ 学校 

 

（１） スマートフォン等の校内への持ち込みについての指導 

 

【質問１】 児童・生徒のスマートフォン等の校内への持ち込みについて、どのように指導し

ていますか。（単一回答） 

 

分析 

全体では「原則禁止しているが、申請があれば許可している」58.3％、「持ち込みも、使用も

禁止していないが、必要に応じて指導している」13.6％、「持ち込みは禁止していないが、授業

時間中や集会等での使用を禁止している」が 12.6％で割合が高くなっている。 

小学校・中学校で「原則禁止しているが、申請があれば許可している」が最も高く、高等学

校では「持ち込みも、使用も禁止していないが、必要に応じて指導している」が最も高い。特

別支援学校では「原則禁止しているが、申請があれば許可している」「持ち込みは禁止していな

いが、授業時間中や集会等での使用を禁止している」が最も高い。 

 

■スマートフォン等の校内への持ち込みについての指導（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

スマートフォン等の校内への持ち込みについての指導の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ 

全
面
的
に
禁
止
し
て
い
る 

原
則
禁
止
し
て
い
る
が
、
申
請
が
あ
れ
ば
許
可

し
て
い
る 

校
内
へ
の
持
ち
込
み
は
禁
止
し
て
い
な
い
が
、

教
室
へ
の
持
ち
込
み
は
禁
止
し
て
い
る 

持
ち
込
み
は
禁
止
し
て
い
な
い
が
、
授
業
時
間

中
や
集
会
等
で
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る 

持
ち
込
み
も
、
使
用
も
禁
止
し
て
い
な
い
が
、
必

要
に
応
じ
て
指
導
し
て
い
る 

全体 103 11.7 58.3 3.9 12.6 13.6 

小学校 44 15.9 77.3 0.0 6.8 0.0 

中学校 28 17.9 75.0 3.6 0.0 3.6 

高等学校 16 0.0 0.0 6.3 31.3 62.5 

特別支援学校 15 0.0 33.3 13.3 33.3 20.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。  
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■スマートフォン等の校内への持ち込みについての指導（学校種別） 

 

  

11.7

58.3

3.9

12.6

13.6

15.9
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0.0

6.8

0.0

17.9
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13.3

33.3

20.0
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①全面的に禁止している

②原則禁止しているが、申請があれば許可している

③校内への持ち込みは禁止していない

が、教室への持ち込みは禁止している

④持ち込みは禁止していないが、授業時

間中や集会等での使用を禁止している

⑤持ち込みも、使用も禁止していな

いが、必要に応じて指導している

全体(n=103)

小学校(n=44)

中学校(n=28)

高等学校(n=16)

特別支援学校(n=15)
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（２） 家庭への学習者用端末持ち帰り 

 

【質問２】 家庭への学習者用端末持ち帰りについて、学校ではどのようにしていますか。（単

一回答） 

 

分析 

全体では「毎日持ち帰らせている」42.7％、「毎日持ち帰りが基本だが、荷物が多い時はその

限りではない」24.3％、「毎日持ち帰りはさせない」19.4％の順に割合が高くなっている。 

小学校・中学校で「毎日持ち帰らせている」が最も高く、高等学校では「毎日持ち帰らせて

いる」「特に決めていない」が高い。特別支援学校では「毎日持ち帰りはさせない」が最も高い。 

 

■家庭への学習者用端末持ち帰り（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

家庭への学習者用端末持ち帰りの割合（％） 

① ② ③ ④ 

毎
日
持
ち
帰
ら
せ
て
い
る 

毎
日
持
ち
帰
り
が
基
本
だ
が
、 

荷
物
が
多
い
時
は
そ
の
限
り
で
は
な
い 

毎
日
持
ち
帰
り
は
さ
せ
な
い 

特
に
決
め
て
い
な
い 

全体 103 42.7 24.3 19.4 13.6 

小学校 44 43.2 34.1 13.6 9.1 

中学校 28 57.1 25.0 14.3 3.6 

高等学校 16 43.8 6.3 6.3 43.8 

特別支援学校 15 13.3 13.3 60.0 13.3 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■家庭への学習者用端末持ち帰り（学校種別） 
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①毎日持ち帰らせている

②毎日持ち帰りが基本だが、荷物

が多い時はその限りではない

③毎日持ち帰りはさせない

④特に決めていない

全体(n=103)

小学校(n=44)

中学校(n=28)

高等学校(n=16)

特別支援学校(n=15)
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（３） インターネットについての指導内容 

 

【質問３】 インターネットの利用について、児童・生徒に対してどのように指導しています

か。（複数回答可） 

 

分析 

全体では「国や都、関係機関等の資料（含「GIGA ワークブックとうきょう（旧 SNS 東京ノ

ート）」）を活用して指導を行っている」73.8％、「集会や学級活動（ホームルーム）などの時間

に指導を行っている」71.8％、「授業等で計画的に指導を行っている」58.3％の順に割合が高く

なっている。 

小学校・特別支援学校では「国や都、関係機関等の資料（含 GIGA ワークブックとうきょう

（旧 SNS 東京ノート））を活用して指導を行っている」が最も高く、中学校・高等学校で「集

会や学級活動（ホームルーム）などの時間に指導を行っている」が最も高い。 

 

■インターネットについての指導内容（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

インターネットについての指導内容の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

国
や
都
、
関
係
機
関
等
の
資
料
（
含
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と
う
き
ょ
う
（
旧
Ｓ
Ｎ
Ｓ
東
京
ノ

ー
ト
）」)

を
活
用
し
て
指
導
を
行
っ
て
い
る 

都
の
学
校
非
公
式
サ
イ
ト
等
の
監
視
結
果
を
活

用
し
て
指
導
を
行
っ
て
い
る 

学
校
で
資
料
や
通
知
を
作
成
し
て
指
導
を
行
っ

て
い
る 

外
部
人
材
を
活
用
し
て
指
導
を
行
っ
て
い
る 

集
会
や
学
級
活
動
（
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
）
な
ど
の
時

間
に
指
導
を
行
っ
て
い
る 

授
業
等
で
計
画
的
に
指
導
を
行
っ
て
い
る 

行
事
等
で
指
導
を
行
っ
て
い
る 

各
教
員
の
裁
量
に
よ
り
指
導
を
行
っ
て
い
る 

そ
の
他 

全体 103 73.8 9.7 48.5 54.4 71.8 58.3 31.1 29.1 1.9 

小学校 44 79.5 2.3 52.3 70.5 65.9 63.6 27.3 25.0 4.5 

中学校 28 71.4 7.1 60.7 60.7 78.6 57.1 21.4 21.4 0.0 

高等学校 16 56.3 31.3 25.0 18.8 87.5 37.5 68.8 31.3 0.0 

特別支援学校 15 80.0 13.3 40.0 33.3 60.0 66.7 20.0 53.3 0.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■インターネットについての指導内容（学校種別） 
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9.7

48.5
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52.3

70.5

65.9

63.6

27.3

25.0
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①国や都、関係機関等の資料（含GIGAワークブッ

クとうきょう（旧SNS東京ノート））を活用して

指導を行っている

②都の学校非公式サイト等の監視結果を活用して指

導を行っている

③学校で資料や通知を作成して指導を行っている

④外部人材を活用して指導を行っている

⑤集会や学級活動（ホームルーム）などの時間に指

導を行っている

⑥授業等で計画的に指導を行っている

⑦行事等で指導を行っている

⑧各教員の裁量により指導を行っている

⑨その他

全体(n=103)

小学校(n=44)

中学校(n=28)

高等学校(n=16)

特別支援学校

(n=15)
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（４） インターネットについての保護者への啓発 

 

【質問４】 インターネットの利用について、保護者に対してどのように啓発していますか。

（複数回答可） 

 

分析 

全体では「保護者会などの機会に啓発を行っている」85.4％、「学校で資料や通知を作成して

啓発を行っている」56.3％、「国や都、関係機関等の資料（含 GIGA ワークブックとうきょう（旧

SNS 東京ノート））を活用して啓発を行っている」51.5％の順に割合が高くなっている。 

小学校・中学校・高等学校で「保護者会などの機会に啓発を行っている」が最も高く、特別

支援学校では「国や都、関係機関等の資料（含 GIGA ワークブックとうきょう（旧 SNS 東京ノ

ート））を活用して啓発を行っている」「保護者会などの機会に啓発を行っている」が高い。 

 

■インターネットについての保護者への啓発（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

インターネットについての保護者への啓発の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

国
や
都
、
関
係
機
関
等
の
資
料
（
含
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ワ

ー
ク
ブ
ッ
ク
と
う
き
ょ
う
（
旧
Ｓ
Ｎ
Ｓ
東
京
ノ
ー

ト
））
を
活
用
し
て
啓
発
を
行
っ
て
い
る 

都
の
学
校
非
公
式
サ
イ
ト
等
の
監
視
結
果
を
活

用
し
て
啓
発
を
行
っ
て
い
る 

学
校
で
資
料
や
通
知
を
作
成
し
て
啓
発
を
行
っ

て
い
る 

外
部
人
材
を
活
用
し
て
啓
発
を
行
っ
て
い
る 

行
事
等
で
啓
発
を
行
っ
て
い
る 

保
護
者
会
な
ど
の
機
会
に
啓
発
を
行
っ
て
い
る 

各
教
員
の
裁
量
に
よ
り
啓
発
を
行
っ
て
い
る 

そ
の
他 

全体 103 51.5 3.9 56.3 23.3 23.3 85.4 20.4 1.0 

小学校 44 56.8 2.3 65.9 29.5 27.3 86.4 15.9 2.3 

中学校 28 42.9 3.6 60.7 39.3 28.6 96.4 7.1 0.0 

高等学校 16 37.5 6.3 31.3 0.0 18.8 81.3 43.8 0.0 

特別支援学校 15 66.7 6.7 46.7 0.0 6.7 66.7 33.3 0.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■インターネットについての保護者への啓発（学校種別） 
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①国や都、関係機関等の資料（含GIGA

ワークブックとうきょう（旧SNS東京ノ

ート））を活用して啓発を行っている

②都の学校非公式サイト等の監視結

果を活用して啓発を行っている

③学校で資料や通知を作成して啓発を行っている

④外部人材を活用して啓発を行っている

⑤行事等で啓発を行っている

⑥保護者会などの機会に啓発を行っている

⑦各教員の裁量により啓発を行っている

⑧その他

全体(n=103)

小学校(n=44)

中学校(n=28)

高等学校(n=16)

特別支援学校

(n=15)
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（５） 「GIGA ワークブックとうきょう（旧ＳＮＳ東京ノート）」の情報モラル教育への活用 

 

【質問５】 東京都教育委員会が作成している「GIGA ワークブックとうきょう（旧 SNS 東京

ノート）」を、貴校における情報モラル教育に活用していますか。なお、電子版も含みます。 

（単一回答） 

 

分析 

全体では「活用している」54.4％、「どちらともいえない」23.3％、「あまり活用していない」

12.6％の順に割合が高くなっている。 

すべての学校種で「活用している」が最も高い。 

 

■「GIGA ワークブックとうきょう（旧ＳＮＳ東京ノート）」の情報モラル教育への活用（学校種

別） 

学校種 （ｎ） 

「GIGA ワークブックとうきょう（旧ＳＮＳ東京ノート）」の情報

モラル教育への活用の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ 

十
分
活
用
し
て
い
る 

活
用
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
活
用
し
て
い
な
い 

活
用
し
て
い
な
い 

全体 103 7.8 54.4 23.3 12.6 1.9 

小学校 44 11.4 61.4 15.9 11.4 0.0 

中学校 28 0.0 57.1 28.6 10.7 3.6 

高等学校 16 6.3 37.5 31.3 25.0 0.0 

特別支援学校 15 13.3 46.7 26.7 6.7 6.7 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■「GIGA ワークブックとうきょう（旧ＳＮＳ東京ノート）」の情報モラル教育への活用（学校種

別） 
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（６） 「GIGA ワークブックとうきょう（旧ＳＮＳ東京ノート）」の今年度使用回数 

 

【質問６】 「GIGA ワークブックとうきょう（旧 SNS 東京ノート）」を、今年度何回使用す

る予定ですか。貴校の児童・生徒一人当たりの使用予定回数（学年により使用回数が異なる場

合は、最も多い学年）を回答してください。なお、電子版を含みます。（単一回答） 

 

分析 

全体では「１回」52.4％、「２回」23.3％、「３回」15.5％の順に割合が高くなっている。 

すべての学校種で「１回」が最も高い。 

 

■「GIGA ワークブックとうきょう」の今年度使用回数（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

「GIGA ワークブックとうきょう（旧ＳＮＳ東京ノート）」の

今年度使用回数の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

１
回 

２
回 

３
回 

４
回 

５
回 

６
回
以
上 

全体 103 52.4 23.3 15.5 1.0 1.0 6.8 

小学校 44 31.8 22.7 27.3 2.3 2.3 13.6 

中学校 28 71.4 25.0 3.6 0.0 0.0 0.0 

高等学校 16 68.8 25.0 0.0 0.0 0.0 6.3 

特別支援学校 15 60.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 

 

  



II 調査結果 ２学校 

58 / 114 

 

 

■「GIGA ワークブックとうきょう（旧ＳＮＳ東京ノート）」の今年度使用回数（学校種別） 
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（７） 「SNS 学校ルール」の見直し 

 

【質問７】 SNS 東京ルールに基づいた「SNS 学校ルール」について見直していますか。 

（単一回答） 

 

分析 

全体では「不定期に見直している」48.5％、「毎年見直している」46.6％、「２年ごとに見直

している」2.9％の順に割合が高くなっている。 

小学校では「毎年見直している」、中学校・特別支援学校では「毎年見直している」「不定期

に見直している」が高く、高等学校では「不定期に見直している」が最も高い。 

 

■「SNS 学校ルール」の見直し（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

「SNS 学校ルール」の見直しの割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ 

毎
年
見
直
し
て
い
る 

２
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
る 

３
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
る 

不
定
期
に
見
直
し
て
い
る 

見
直
し
て
い
な
い 

全体 103 46.6 2.9 0.0 48.5 1.9 

小学校 44 59.1 2.3 0.0 36.4 2.3 

中学校 28 46.4 7.1 0.0 46.4 0.0 

高等学校 16 12.5 0.0 0.0 87.5 0.0 

特別支援学校 15 46.7 0.0 0.0 46.7 6.7 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■「SNS 学校ルール」の見直し（学校種別） 
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（８） インターネットに関するトラブル 

 

【質問８】 自校の児童・生徒に、インターネットの利用に関するトラブルが起きたことがあ

りますか。令和６年４月以降について回答してください。（単一回答） 

 

分析 

全体では「ある」56.3％で「ない」43.7％であった。小学校・特別支援学校では「ない」が

過半数で、中学校・高等学校では「ある」が過半数であった。 

 

■インターネットに関するトラブル（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

インターネットに関する

トラブルの割合（％） 

① ② 

あ
る 

な
い 

全体 103 56.3 43.7 

小学校 44 43.2 56.8 

中学校 28 82.1 17.9 

高等学校 16 62.5 37.5 

特別支援学校 15 40.0 60.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■インターネットに関するトラブル（学校種別） 
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（９） トラブルの内容 

 

【質問９】 質問８で「ある」と回答した学校にお聞きします。どのようなトラブルがありま

したか。令和６年４月以降について、学校が把握している範囲で回答してください。 

（複数回答可） 

 

分析 

全ての学校種で「無料通話アプリやコミュニケーションアプリ（グループでメッセージをや

りとりするアプリ）が原因で児童・生徒間や保護者等の間で、けんかやトラブルが起きた」の

割合が高く、特別支援学校では「電子メールが原因で児童・生徒間や保護者等の間で、けんか

やトラブルが起きた」が同率で高い。 

 

 

■トラブルの内容（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

トラブルの内容の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

誹
謗
中
傷
の
メ
ー
ル
、
不
審
者
メ
ー
ル
、
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
、
な
り

す
ま
し
メ
ー
ル
、
わ
い
せ
つ
画
像
、
架
空
請
求
等
が
児
童
・
生
徒
に

送
信
さ
れ
て
き
た 

電
子
メ
ー
ル
が
原
因
で
児
童
・
生
徒
間
や
保
護
者
等
の
間
で
、
け
ん

か
や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た 

無
料
通
話
ア
プ
リ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ（
グ
ル
ー
プ
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
や
り
と
り
す
る
ア
プ
リ
）
が
原
因
で
児
童
・
生
徒
間

や
保
護
者
等
の
間
で
、
け
ん
か
や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
等
の
過
度
の
利
用
に
よ
り
、
児
童
・

生
徒
が
体
調
不
良
や
成
績
不
振
等
に
陥
っ
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で

の
個
人
情
報
の
悪
用
、
犯
罪
行
為
の
誘
引
、
自
殺
・
自
傷
の
誘
引
、

架
空
請
求
、
脅
迫
・
強
要
、
詐
欺
等
の
ト
ラ
ブ
ル
に
、
児
童
・
生
徒

が
巻
き
込
ま
れ
た 

児
童
・
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
不
適
切
な
行
為
に
つ
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
告
発
さ
れ
た
り
、
電
話
や
メ
ー
ル
が
寄
せ
ら

れ
た
り
し
た 

学
校
非
公
式
サ
イ
ト
等
に
、学
校
や
教
職
員
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
な

ど
の
書
き
込
み
を
さ
れ
た 

そ
の
他 

全体 58 29.3 37.9 63.8 13.8 3.4 3.4 1.7 8.6 

小学校 19 10.5 36.8 52.6 21.1 0.0 5.3 0.0 15.8 

中学校 23 39.1 34.8 78.3 4.3 0.0 0.0 4.3 0.0 

高等学校 10 40.0 40.0 60.0 30.0 10.0 10.0 0.0 0.0 

特別支援学校 6 33.3 50.0 50.0 0.0 16.7 0.0 0.0 33.3 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■トラブルの内容（学校種別） 

 

  

29.3

37.9

63.8

13.8

3.4

3.4

1.7

8.6

10.5

36.8

52.6

21.1

0.0

5.3

0.0

15.8

39.1

34.8

78.3

4.3

0.0

0.0

4.3

0.0

40.0

40.0

60.0

30.0

10.0

10.0

0.0

0.0

33.3

50.0

50.0

0.0

16.7

0.0

0.0

33.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

①誹謗中傷のメール、不審者メール、チェーンメー

ル、なりすましメール、わいせつ画像、架空請求等

が児童・生徒に送信されてきた

②電子メールが原因で児童・生徒間や保護者等の間

で、けんかやトラブルが起きた

③無料通話アプリやコミュニケーションアプリ（グ

ループでメッセージをやりとりするアプリ）が原

因で児童・生徒間や保護者等の間で、けんかやト

ラブルが起きた

④インターネットや携帯電話等の過度の利用により、

児童・生徒が体調不良や成績不振等に陥った

⑤インターネット・携帯サイトやスマートフォンのア

プリでの個人情報の悪用、犯罪行為の誘引、自殺・

自傷の誘引、架空請求、脅迫・強要、詐欺等のトラ

ブルに、児童・生徒が巻き込まれた

⑥児童・生徒のインターネット上の不適切な行為に

ついて、インターネット上で告発されたり、電

話やメールが寄せられたりした

⑦学校非公式サイト等に、学校や教職員に対する誹謗

中傷などの書き込みをされた

⑧その他

全体(n=58)

小学校(n=19)

中学校(n=23)

高等学校(n=10)

特別支援学校(n=6)
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（１０） 情報モラル教育の課題 

 

【質問１０】 情報モラル教育の推進にあたり課題となっていることは何ですか。（複数回答

可） 

 

分析 

全体では「保護者との連携」81.6％、「日常的な指導」49.5％、「教員の指導力」39.8％の順に

割合が高くなっている。 

全ての学校種で「保護者との連携」が最も高い。 

 

■情報モラル教育の課題（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

情報モラル教育の課題の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ 

教
育
課
程
へ
の
位
置
付
け 

日
常
的
な
指
導 

保
護
者
と
の
連
携 

教
員
の
指
導
力 

そ
の
他 

全体 103 20.4 49.5 81.6 39.8 2.9 

小学校 44 22.7 52.3 79.5 38.6 0.0 

中学校 28 17.9 57.1 96.4 25.0 3.6 

高等学校 16 12.5 62.5 75.0 56.3 6.3 

特別支援学校 15 26.7 13.3 66.7 53.3 6.7 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■情報モラル教育の課題（学校種別） 

 

  

20.4

49.5

81.6

39.8

2.9

22.7

52.3

79.5

38.6

0.0

17.9

57.1

96.4

25.0

3.6

12.5

62.5

75.0

56.3

6.3

26.7

13.3

66.7

53.3

6.7

0 20 40 60 80 100 120

①教育課程への位置付け

②日常的な指導

③保護者との連携

④教員の指導力

⑤その他

全体(n=103)

小学校(n=44)

中学校(n=28)

高等学校(n=16)

特別支援学校

(n=15)
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（１１） 情報モラル教育の推進において重視する内容 

 

【質問１１】 情報モラル教育の推進にあたり、今後重視していきたい内容は何ですか。 

（複数回答可） 

 

分析 

全体では「悪口・いじり」72.8％、「個人情報の投稿」69.9％、「不適切情報の発信」68.0％の

順に割合が高くなっている。 

小学校では「悪口・いじり」が最も高く、中学校では「個人情報の投稿」が最も高い。また高

等学校では「不適切情報の発信」「個人情報の投稿」が高く、特別支援学校では「不適切なサイ

トの閲覧」「見知らぬ人とのやりとり」「個人情報の投稿」が高い。 

 

■情報モラル教育の推進における重視内容（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

情報モラル教育の推進における重視内容の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

長
時
間
利
用 

高
額
課
金 

不
適
切
な
サ
イ
ト
の
閲
覧 

見
知
ら
ぬ
人
と
の
や
り
と
り 

著
作
権
の
侵
害 

不
適
切
情
報
の
発
信 

個
人
情
報
の
投
稿 

悪
口
・
い
じ
り 

全体 103 63.1 18.4 47.6 56.3 39.8 68.0 69.9 72.8 

小学校 44 77.3 18.2 54.5 54.5 34.1 63.6 61.4 81.8 

中学校 28 50.0 14.3 32.1 53.6 39.3 71.4 78.6 75.0 

高等学校 16 50.0 31.3 37.5 56.3 56.3 81.3 81.3 68.8 

特別支援学校 15 60.0 13.3 66.7 66.7 40.0 60.0 66.7 46.7 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■情報モラル教育の推進において重視する内容（学校種別） 

 

 

63.1

18.4

47.6

56.3

39.8

68.0

69.9

72.8

77.3

18.2

54.5

54.5

34.1

63.6

61.4

81.8

50.0

14.3

32.1

53.6

39.3

71.4
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75.0

50.0

31.3

37.5

56.3

56.3

81.3

81.3

68.8

60.0

13.3

66.7

66.7

40.0

60.0

66.7

46.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①長時間利用

②高額課金

③不適切なサイトの閲覧

④見知らぬ人とのやりとり

⑤著作権の侵害

⑥不適切情報の発信

⑦個人情報の投稿

⑧悪口・いじり

全体(n=103)

小学校(n=44)

中学校(n=28)

高等学校

(n=16)

特別支援学校

(n=15)
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（１２） 情報活用能力を育成する上での課題 

 

【質問１２】 組織的・系統的に児童・生徒の情報活用能力を育成するにあたり、自校内で特

に悩んでいるのはどの分野についての指導ですか。（単一回答） 

 

分析 

全体では「情報モラル・セキュリティ分野についての指導」61.2％、「情報活用分野について

の指導」18.4％、「プログラミング分野についての指導」13.6％の順に割合が高くなっている。 

全ての学校種で「情報モラル・セキュリティ分野についての指導」が最も高い。 

 

■情報活用能力を育成する上での課題（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

情報活用能力を育成する上での課題の割合（％） 

① ② ③ ④ 

基
本
的
操
作
分
野
に
つ
い
て
の
指
導 

情
報
活
用
分
野
に
つ
い
て
の
指
導 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
分
野
に
つ
い
て
の
指
導 

情
報
モ
ラ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野
に
つ
い
て
の
指
導 

全体 103 6.8 18.4 13.6 61.2 

小学校 44 2.3 18.2 27.3 52.3 

中学校 28 3.6 17.9 3.6 75.0 

高等学校 16 12.5 25.0 0.0 62.5 

特別支援学校 15 20.0 13.3 6.7 60.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■情報活用能力を育成する上での課題（学校種別） 

 

  

6.8

18.4

13.6

61.2

2.3

18.2

27.3

52.3

3.6

17.9

3.6

75.0

12.5

25.0

0.0

62.5

20.0

13.3

6.7

60.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

①基本的操作分野についての指導

②情報活用分野についての指導

③プログラミング分野についての指導

④情報モラル・セキュリティ分野についての指導

全体(n=103)

小学校(n=44)

中学校(n=28)

高等学校(n=16)

特別支援学校(n=15)
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（１３） 情報活用能力を育成する上での課題の要因 

 

【質問１３】 質問１２で回答したことについて、一番の要因となっていることはどのような

ことですか。（単一回答） 

 

分析 

全体では「指導内容の理解不足」34.0％、「教員の理解不足」20.4％、「研修機会の不足」17.5％

の順に割合が高くなっている。 

小学校・中学校で「指導内容の理解不足」が最も高く、高等学校では「指導内容の理解不足」

「研修機会の不足」が同率で高い。特別支援学校では「教員の理解不足」が最も高い。 

 

■情報活用能力を育成する上での課題の要因（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

情報活用能力を育成する上での課題の要因の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ 

教
員
の
理
解
不
足 

指
導
内
容
の
理
解
不
足 

情
報
の
不
足 

研
修
機
会
の
不
足 

そ
の
他 

全体 103 20.4 34.0 14.6 17.5 13.6 

小学校 44 15.9 45.5 11.4 13.6 13.6 

中学校 28 17.9 28.6 21.4 10.7 21.4 

高等学校 16 18.8 31.3 6.3 31.3 12.5 

特別支援学校 15 40.0 13.3 20.0 26.7 0.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■情報活用能力を育成する上での課題の要因（学校種別） 
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⑤その他

全体(n=103)

小学校(n=44)

中学校(n=28)

高等学校(n=16)

特別支援学校

(n=15)
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（１４） 教員の生成ＡＩ等の活用状況 

 

【質問１４】  先生方の様子について伺います。生成ＡＩ等を活用して授業準備や教材研究

をしている先生はいますか。（単一回答） 

 

分析 

全体では「いる」49.5％で「いない」50.5％であった。 

小学校で「いない」が高く、中学校・特別支援学校では「いる」が高い。高等学校では「い

る」「いない」が同率であった。 

 

■教員の生成ＡＩ等の活用状況（学校種別） 

学校種 （ｎ） 

教員の生成ＡＩ等の活用状況の割合（％） 

① ② 

い
る 

い
な
い 

全体 103 49.5 50.5 

小学校 44 43.2 56.8 

中学校 28 53.6 46.4 

高等学校 16 50.0 50.0 

特別支援学校 15 60.0 40.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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■教員の生成ＡＩ等の活用状況（学校種別） 
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III 経年比較 

 

１ 児童・生徒 

 

（１） インターネットを利用するための機器 

 

学校種 年度 (n) 

インターネットを利用するための機器の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

携
帯
電
話 

ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン 

タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末 

パ
ソ
コ
ン 

ゲ
ー
ム
機 

携
帯
型 

音
楽
プ
レ
ー

ヤ
ー 

無
回
答 

全体 R02 10,871 7.7 72.7 48.7 38.3 51.6 5.0 1.7 

R03 11,215 7.0 69.3 56.6 44.3 52.5 4.4 1.4 

R04 12,100 5.3 68.4 67.3 56.2 7.7 - 1.4 

R05 11,662 5.6 68.1 71.7 56.8 7.7 - 

R06 11,434 12.6 64.6 68.4 56.5 6.4 - 

小学校 R02 6,316 11.2 60.3 54.3 36.3 57.7 5.4 2.4 

R03 6,868 9.5 56.5 64.5 45.2 56.3 4.4 1.8 

R04 6,970 7.4 51.9 69.8 60.2 8.1 - 1.8 

R05 7,069 7.1 53.7 74.2 59.8 8.4 - 

R06 7,153 12.2 50.7 69.4 57.9 6.7 - 

中学校 R02 2,592 2.7 86.2 46.3 43.3 47.1 5.2 0.9 

R03 2,483 3.2 88.4 50.6 48.7 49.6 5.0 0.6 

R04 3,024 2.4 91.6 68.3 57.7 8.1 - 0.6 

R05 2,395 2.8 91.8 66.2 60.3 6.9 - 

R06 2,398 12.6 91.9 65.2 62.8 7.2 - 

高等学校 R02 1,705 2.8 97.2 31.7 36.5 38.7 3.2 0.6 

R03 1,377 2.3 97.7 30.4 36.2 42.8 3.1 0.7 

R04 1,456 2.5 98.4 56.2 40.7 5.8 - 0.7 

R05 1,508 2.5 98.1 67.8 44.1 5.0 - 

R06 1,282 16.7 95.9 66.4 47.0 4.4 - 

特別支援
学校 

R02 258 2.3 76.7 46.9 48.8 33.7 3.5 1.9 

R03 487 4.3 72.3 51.1 32.6 39.6 3.9 1.2 

R04 650 3.8 69.5 61.1 41.7 6.3 - 1.2 

R05 690 6.1 68.0 72.8 42.3 9.9 - 

R06 601 7.8 53.4 73.9 35.6 4.7 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。  
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（２） アプリ（SNS）の利用状況 

 

学校種 年度 (n) 

アプリ（SNS）の利用状況の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｘ(

旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ) 

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ 

Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ 

Ｚ
ｅ
ｎ
ｌ
ｙ(

～
Ｒ
４) 

位
置
情
報
ア
プ
リ(

Ｒ
５
～) 

Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
ｒ
ｄ 

Ｂ
ｅ
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
． 

使
っ
て
い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 R02 10,871 91.3 62.3 28.4 7.7 30.1 32.6 8.7 8.2 - - - 4.3 

R03 11,215 91.1 60.8 24.3 5.9 27.1 34.2 9.4 8.8 - - - 4.7 

R04 12,100 87.0 59.0 23.6 3.7 27.3 32.3 8.9 9.2 - - 3.6 - 

R05 11,662 87.3 58.0 22.1 4.1 27.9 31.6 9.2 10.0 - 8.2 - - 

R06 11,434 86.3 57.3 18.6 3.6 26.0 29.0 8.6 8.7 7.4 8.4 - - 

小学校 R02 6,316 89.3 42.8 10.9 5.9 13.0 24.6 2.1 2.8 - - - 6.5 

R03 6,868 88.7 43.8 10.0 4.5 11.5 25.0 2.6 3.0 - - - 7.1 

R04 6,970 82.3 38.4 7.7 2.7 10.0 25.4 2.8 2.8 - - 4.7 - 

R05 7,069 82.8 38.5 6.7 3.3 11.7 24.1 6.3 2.6 - 12.0 - - 

R06 7,153 82.5 39.3 6.0 2.7 10.6 21.0 6.2 2.8 1.8 12.0 - - 

中学校 R02 2,592 93.2 85.2 41.2 9.7 42.3 42.7 10.3 12.7 - - - 1.7 

R03 2,483 94.4 87.5 38.6 7.5 42.2 45.1 11.1 15.9 - - - 1.0 

R04 3,024 92.7 89.4 39.0 5.3 43.9 40.2 11.7 16.7 - - 2.7 - 

R05 2,395 93.7 90.3 37.0 6.0 48.3 45.6 12.2 18.2 - 1.5 - - 

R06 2,398 92.0 92.5 34.2 5.2 47.1 44.1 11.6 15.5 13.6 1.8 - - 

高等学
校 

R02 1,705 96.0 97.9 73.2 11.3 75.1 48.3 31.2 21.3 - - - 0.2 

R03 1,377 96.8 97.9 70.7 10.2 80.2 64.1 41.0 26.1 - - - 0.1 

R04 1,456 96.2 97.7 68.0 5.0 79.5 52.1 33.4 25.4 - - 1.2 - 

R05 1,508 96.9 97.7 70.0 4.4 76.5 46.1 17.2 31.5 - 2.1 - - 

R06 1,282 95.3 97.7 61.2 5.1 76.6 48.7 17.5 30.0 29.2 1.6 - - 

特別支
援学校 

R02 258 92.2 72.9 32.2 7.8 30.6 24.0 4.7 8.5 - - - 2.7 

R03 487 91.6 58.7 20.9 6.2 19.9 24.4 7.2 5.3 - - - 3.1 

R04 650 89.7 52.2 23.2 4.2 18.2 24.8 6.8 5.5 - - 1.8 - 

R05 690 90.3 59.1 23.0 5.1 17.7 28.4 10.4 10.1 - 5.4 - - 

R06 601 89.4 44.1 15.0 4.0 16.5 22.3 6.3 6.5 2.5 7.3 - - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。 
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（３） ゲームでの課金の有無 

 

学校種 年度 (n) 

ゲームでの課金の有無の割合（％） 

① ② ③ 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全体 R03 11,215 31.5 66.6 2.0 

R04 12,100 27.4 72.6 - 

R05 11,662 27.4 72.6 - 

R06 11,434 28.2 71.8 - 

小学校 R03 6,868 28.3 69.5 2.1 

R04 6,970 23.7 76.3 - 

R05 7,069 22.4 77.6 - 

R06 7,153 23.9 76.1 - 

中学校 R03 2,483 33.5 65.1 1.3 

R04 3,024 31.9 68.1 - 

R05 2,395 33.7 66.3 - 

R06 2,398 35.0 65.0 - 

高等学校 R03 1,377 46.8 52.1 1.1 

R04 1,456 39.2 60.8 - 

R05 1,508 41.2 58.8 - 

R06 1,282 44.2 55.8 - 

特別支援
学校 

R03 487 21.6 73.1 5.3 

R04 650 19.5 80.5 - 

R05 690 26.8 73.2 - 

R06 601 17.5 82.5 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。 
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（４） ゲームでの課金金額 

 

学校種 
年
度 (n) 

ゲームでの課金金額の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

９
９
９
円
以
下 

１
，
０
０
０
円
～ 

２
，
９
９
９
円 

３
，
０
０
０
円
～

４
，
９
９
９
円 

５
，
０
０
０
円
～

９
，
９
９
９
円 

１
０
，
０
０
０
円
～

４
９
，
９
９
９
円 

５
０
，
０
０
０
円
～

９
９
，
９
９
９
円 

１
０
万
円
以
上 

課
金
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 R03 3,528 16.8 25.1 10.8 10.5 10.6 1.9 1.9 16.5 5.9 

R04 3,314 17.1 21.9 11.7 11.5 11.0 3.0 3.0 19.2 1.7 

R05 3,193 18.3 21.1 12.2 11.3 11.7 3.4 3.3 18.8 - 

R06 3,222 19.9 21.6 13.1 9.8 12.1 2.5 2.8 18.2 - 

小学校 R03 1,946 20.7 27.0 11.3 10.4 8.1 1.2 1.4 13.9 5.9 

R04 1,650 20.7 24.9 12.5 10.8 7.1 3.0 1.8 16.1 3.0 

R05 1,580 23.4 24.7 13.0 10.8 6.8 2.7 2.2 16.3 - 

R06 1,710 25.1 25.0 13.3 8.9 8.8 1.7 1.9 15.2 - 

中学校 R03 833 11.0 24.8 10.2 10.7 9.6 1.6 0.8 24.1 7.1 

R04 966 14.0 19.4 10.8 12.7 14.0 2.3 3.5 23.1 0.3 

R05 806 14.1 18.0 12.7 11.0 14.4 3.2 2.5 24.1 - 

R06 840 14.8 18.6 13.3 10.4 13.0 2.5 3.1 24.4 - 

高等学
校 

R03 644 12.9 19.4 9.9 10.9 19.3 4.3 4.3 15.5 3.4 

R04 571 11.7 17.3 11.7 12.3 17.2 4.4 5.4 19.4 0.5 

R05 622 10.9 16.2 10.9 13.0 19.6 5.3 7.2 16.7 - 

R06 567 12.3 16.0 12.9 12.0 20.8 5.1 4.9 15.9 - 

特別支
援学校 

R03 105 14.3 26.7 12.4 8.6 12.4 1.0 3.8 9.5 11.4 

R04 127 18.1 23.6 7.1 7.9 10.2 1.6 2.4 28.3 0.8 

R05 185 16.8 19.5 6.5 10.8 16.2 3.8 2.7 23.8 - 

R06 105 18.1 19.0 8.6 8.6 11.4 1.9 2.9 29.5 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。（「課金していない」を除く） 
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（５） 一日のインターネット利用時間（学習） 

 

学校種 年度 （ｎ） 

一日のインターネット利用時間（学習）の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

１
時
間
程
度 

２
時
間
程
度 

３
時
間
程
度 

４
時
間
程
度 

５
時
間
程
度 

６
時
間
程
度 

６
時
間
を
超
え
る 

し
な
い
・
ほ
と
ん
ど
し
な
い 

全体 R04 12,100 36.0 8.1 2.9 1.3 0.8 0.3 1.1 49.5 

R05 11,662 33.4 8.5 2.9 1.2 0.7 0.6 1.2 51.5 

R06 11,434 35.1 9.1 3.5 1.3 0.7 0.5 1.0 48.8 

小学校 R04 6,970 37.3 8.4 3.0 1.4 1.0 0.4 1.2 47.3 

R05 7,069 32.8 8.0 2.9 1.3 0.8 0.7 1.1 52.3 

R06 7,153 37.8 9.3 3.7 1.3 0.8 0.5 1.0 45.6 

中学校 R04 3,024 38.4 7.7 2.3 1.1 0.3 0.1 0.5 49.7 

R05 2,395 39.2 9.3 3.0 0.7 0.4 0.2 0.5 46.8 

R06 2,398 33.4 9.3 2.5 0.7 0.4 0.2 0.5 53.1 

高等学校 R04 1,456 31.0 7.9 3.4 1.3 0.8 0.2 1.6 53.7 

R05 1,508 32.1 9.2 2.9 1.4 0.6 0.5 1.8 51.5 

R06 1,282 28.6 9.0 4.0 2.1 1.2 0.6 1.9 52.6 

特別支援

学校 

R04 650 23.2 7.1 2.2 1.5 0.5 0.8 2.2 62.6 

R05 690 21.7 8.6 2.9 2.2 1.3 0.7 3.0 59.6 

R06 601 24.5 5.5 3.0 1.5 0.7 0.7 2.0 62.2 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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（６） インターネットを使用した学習の内容 

 

学校種 年度 （ｎ） 

インターネットを使用した学習の内容の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

宿
題 

予
習
・
復
習 

動
画
視
聴 

調
べ
学
習 

友
達
と
の
共
同
編
集 

そ
の
他 

全体 
R05 5,656 53.3 37.0 38.3 48.8 9.6 5.7 

R06 5,852 58.4 35.6 31.5 38.4 8.3 7.2 

小学校 
R05 3,371 53.4 34.6 27.9 40.9 9.5 6.5 

R06 3,892 62.2 33.1 21.2 30.8 7.5 7.9 

中学校 
R05 1,274 57.2 44.4 50.2 62.1 10.7 4.2 

R06 1,125 53.5 43.7 44.6 56.5 10.3 6.3 

高等学校 
R05 732 52.6 40.2 62.2 62.7 7.9 3.3 

R06 608 52.6 41.0 66.1 55.4 10.2 4.3 

特別支援

学校 

R05 279 35.5 24.7 47.3 47.3 11.1 8.2 

R06 227 32.2 22.5 51.1 32.6 7.5 7.9 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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（７） 生成ＡＩの利用状況 

 

学校種 年度 （ｎ） 

生成ＡＩの利用状況の割合（％） 

① ② 

使
っ
た
こ
と
が
あ
る 

使
っ
た
こ
と
が
な
い 

全体 
R05 11,662 14.7 85.3 

R06 11,434 16.9 83.1 

小学校 
R05 7,069 11.7 88.3 

R06 7,153 13.7 86.3 

中学校 
R05 2,395 19.6 80.4 

R06 2,398 21.5 78.5 

高等学校 
R05 1,508 21.7 78.3 

R06 1,282 29.7 70.3 

特別支援

学校 

R05 690 13.3 86.7 

R06 601 8.7 91.3 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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（８） インターネットでの知らない人とのやりとり 

 

学校種 年度 (n) 

インターネットでの知らない人とのやりとりの割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

「
い
い
ね
」
ボ
タ
ン
を
押
し
た
こ

と
が
あ
る 

感
想
・
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
ん
だ

こ
と
が
あ
る 

Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

等
を
や
り
と
り
し
た
こ
と
が
あ
る 

直
接
会
っ
た
こ
と
が
あ
る 

や
り
と
り
し
た
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 R02 10,871 38.0 22.7 18.5 3.6 46.0 8.4 3.0 

R03 11,215 35.7 20.6 16.1 2.8 51.0 8.6 3.3 

R04 12,100 36.6 19.9 14.2 3.1 51.2 0.1 - 

R05 11,662 38.7 20.9 14.0 3.8 49.9 14.2 - 

R06 11,434 39.6 18.9 12.0 3.3 47.9 13.3 - 

小学校 R02 6,316 23.4 12.1 6.0 1.5 58.1 11.3 3.9 

R03 6,868 23.7 11.8 5.6 1.1 62.2 10.9 3.6 

R04 6,970 22.4 9.6 3.7 1.1 63.5 0.2 - 

R05 7,069 24.7 11.0 4.0 0.9 61.7 18.4 - 

R06 7,153 29.0 11.7 4.2 1.4 56.9 16.5 - 

中学校 R02 2,592 54.7 36.1 30.9 3.1 34.1 3.8 1.9 

R03 2,483 55.1 33.8 27.6 2.8 37.3 3.5 2.1 

R04 3,024 55.7 34.2 26.1 4.2 37.1 0.1 - 

R05 2,395 61.7 34.7 25.2 4.6 33.8 7.0 - 

R06 2,398 62.2 33.2 23.2 4.4 31.8 5.8 - 

高等学
校 

R02 1,705 67.7 41.8 45.9 12.1 18.8 5.3 0.9 

R03 1,377 65.2 42.4 50.3 11.5 19.2 4.6 2.0 

R04 1,456 72.5 41.4 41.8 11.5 19.2 0.0 - 

R05 1,508 72.6 45.8 44.2 15.9 19.2 3.8 - 

R06 1,282 65.8 35.5 36.7 12.5 23.8 5.1 - 

特別支
援学校 

R02 258 32.2 22.1 17.8 5.0 47.3 7.0 6.6 

R03 487 22.4 15.8 8.8 2.9 53.6 13.6 8.0 

R04 650 20.9 15.2 9.4 1.8 56.8 0.2 - 

R05 690 29.6 19.3 11.0 4.1 51.6 18.4 - 

R06 601 19.0 11.3 6.5 1.8 57.6 23.3 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。 
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（９） やりとりのきっかけは、どのような話題か 

 

学校種 年度 (n) 

やりとりのきっかけは、どのような話題かの割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

芸
能
人
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
等
の
話 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
の
話 

ア
ニ
メ
や
漫
画
の
話 

部
活
や
習
い
ご
と
の
話 

受
験
や
試
験
等
の
勉
強
の
話 

ゲ
ー
ム
（
ス
マ
ホ
用
・
家
庭
用
・
パ
ソ

コ
ン
・
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
）
の
話 

友
だ
ち
等
募
集
の
話 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 R02 2,101 32.0 8.2 28.5 9.4 9.0 44.5 4.2 17.8 9.3 

R03 1,886 31.9 8.4 28.4 11.5 10.3 42.8 6.3 16.0 9.5 

R04 1,805 33.1 7.8 28.3 - 12.5 39.6 9.4 12.9 - 

R05 1,724 32.9 9.3 29.1 15.0 10.9 44.4 9.2 10.7 - 

R06 1,492 26.6 6.3 26.5 16.9 10.9 41.6 14.5 10.1 - 

小学校 R02 442 26.0 5.9 26.7 6.3 7.5 49.5 3.6 20.8 14.3 

R03 437 24.5 4.6 23.8 6.6 8.2 51.9 6.2 18.5 14.0 

R04 312 29.8 8.7 30.4 - 13.5 44.2 16.7 12.5 - 

R05 330 29.7 9.1 20.6 10.9 7.6 43.0 13.9 9.1 - 

R06 384 24.2 5.7 19.3 10.7 8.6 45.6 18.2 9.6 - 

中学校 R02 816 35.8 7.7 29.7 12.4 11.6 42.3 4.9 15.7 8.5 

R03 693 36.5 7.9 30.2 13.3 12.4 39.8 5.3 15.9 7.6 

R04 806 35.2 7.6 27.7 - 14.1 38.6 7.1 14.5 - 

R05 617 32.4 8.6 29.7 20.4 11.2 42.9 8.4 13.3 - 

R06 569 26.7 5.3 29.3 27.2 11.2 39.2 13.9 8.6 - 

高 等 学
校 

R02 794 31.0 10.3 27.7 8.2 7.2 44.0 4.0 18.3 7.2 

R03 707 31.8 11.2 29.0 13.0 9.8 39.3 6.9 14.3 8.2 

R04 622 32.6 7.9 26.2 - 11.1 36.8 7.6 11.1 - 

R05 693 34.3 10.4 32.6 12.1 12.6 47.2 6.3 9.2 - 

R06 494 27.1 8.1 29.1 10.3 12.8 41.9 12.1 11.1 - 

特 別 支
援学校 

R02 49 38.8 4.1 38.8 6.1 8.2 42.9 2.0 16.3 14.3 

R03 49 34.7 8.2 34.7 6.1 8.2 53.1 10.2 18.4 14.3 

R04 65 27.7 6.2 46.2 - 1.5 56.9 21.5 12.3 - 

R05 84 38.1 7.1 29.8 15.5 8.3 38.1 19.0 9.5 - 

R06 45 40.0 4.4 24.4 11.1 4.4 33.3 17.8 20.0 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。 

※令和 4年度の「部活や習いごとの話」については、調査不備により集計不可 
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（１０） インターネット利用による生活や健康の変化 

（1/2） 

学校種 年度 (n) 

インターネット利用による生活や健康の変化の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

寝
不
足
に
な
っ
た 

夜
な
か
な
か
眠
れ
な
く
な
っ
た 

家
の
仕
事
を
手
伝
う
時
間
が
な
く
な

っ
た 

宿
題
な
ど
（
家
で
の
勉
強
）
す
る
時
間

が
な
く
な
っ
た 

家
の
人
と
話
す
時
間
が
減
っ
た 

メ
ー
ル
や
ブ
ロ
グ
な
ど
の
サ
イ
ト
を
見

な
い
と
、
落
ち
着
か
な
か
っ
た
り
、
不

安
に
な
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た 

学
校
に
遅
刻
し
た
り
、
欠
席
す
る
こ

と
が
増
え
た 

人
と
話
し
た
り
、
外
出
す
る
の
が
め

ん
ど
う
に
思
う
よ
う
に
な
っ
た 

全体 R02 10,871 17.3 11.3 7.1 11.4 10.1 3.2 2.5 6.3 

R03 11,215 15.0 10.9 7.4 9.9 8.9 3.1 2.4 6.3 

R04 12,100 19.0 12.6 7.3 13.0 9.1 2.9 2.6 6.9 

R05 11,662 22.3 15.4 9.0 15.3 11.3 3.6 3.3 7.6 

R06 11,434 21.0 15.6 8.3 13.3 9.4 3.0 2.6 6.3 

小学校 R02 6,316 11.3 11.2 7.4 7.5 9.2 2.3 2.5 5.4 

R03 6,868 9.9 10.0 7.4 5.8 7.8 2.3 2.4 5.4 

R04 6,970 13.0 12.4 7.0 7.7 8.1 2.0 2.9 6.0 

R05 7,069 15.3 14.7 8.5 9.5 10.0 2.5 3.3 6.8 

R06 7,153 16.2 16.0 8.0 9.0 8.6 2.1 2.7 5.8 

中学校 R02 2,592 21.4 9.3 8.2 16.9 11.7 4.5 1.2 7.0 

R03 2,483 19.7 9.6 7.7 16.5 9.7 4.1 1.4 7.1 

R04 3,024 24.7 10.8 8.2 21.2 10.2 3.7 1.8 8.1 

R05 2,395 28.7 14.1 10.7 24.4 14.1 5.3 2.0 8.6 

R06 2,398 25.2 13.4 10.6 22.2 11.5 4.8 1.8 7.2 

高等学校 R02 1,705 33.1 14.5 5.0 17.9 10.8 4.6 4.6 8.1 

R03 1,377 30.9 16.0 7.0 18.8 12.1 4.9 3.9 9.3 

R04 1,456 35.3 16.6 7.6 25.3 12.2 5.7 3.2 9.5 

R05 1,508 41.8 19.3 8.4 30.8 12.9 6.0 5.5 9.4 

R06 1,282 39.1 18.3 6.7 23.6 10.6 4.9 3.7 8.0 

特別支援
学校 

R02 258 19.8 11.6 5.0 8.9 11.2 3.9 1.9 7.0 

R03 487 17.5 15.4 6.2 9.0 10.7 4.7 3.3 6.8 

R04 650 20.5 13.7 5.4 5.1 8.3 2.5 2.6 5.2 

R05 690 28.8 19.7 10.4 9.7 10.3 3.6 3.6 8.4 

R06 601 23.0 14.6 6.0 6.3 7.7 2.5 2.2 5.2 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。  
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（2/2） 

学校種 年度 (n) 

インターネット利用による生活や健康の変化の割合(％) 

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 

部
活
動
や
放
課
後
の
活
動
に
参
加
し

な
く
な
っ
た 

本
や
新
聞
を
読
む
時
間
が
減
っ
た 

目
が
悪
く
な
っ
た 

手
や
指
が
痛
く
な
っ
た 

使
え
る
お
小
遣
い
が
減
っ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 R02 10,871 1.2 18.9 25.8 5.5 2.2 13.0 28.4 

R03 11,215 1.5 18.0 25.2 5.6 2.3 12.6 31.6 

R04 12,100 1.5 15.0 25.1 5.2 2.3 7.0 - 

R05 11,662 2.2 19.3 27.2 7.3 3.6 27.8 - 

R06 11,434 1.8 16.2 25.0 5.9 3.1 30.7 - 

小学校 R02 6,316 1.1 15.2 18.5 6.7 2.5 16.4 33.0 

R03 6,868 1.4 15.5 19.0 6.4 2.4 15.4 35.4 

R04 6,970 1.2 12.2 17.0 5.7 2.4 9.1 - 

R05 7,069 2.2 15.3 19.4 8.2 3.8 35.5 - 

R06 7,153 1.8 13.4 17.7 6.9 3.5 36.7 - 

中学校 R02 2,592 1.1 25.0 35.5 3.0 1.5 9.8 23.6 

R03 2,483 1.0 23.7 36.9 3.7 1.6 8.1 25.1 

R04 3,024 1.5 19.4 37.5 4.7 1.4 4.1 - 

R05 2,395 2.0 26.8 39.8 5.3 2.2 16.1 - 

R06 2,398 1.5 23.2 40.2 4.0 1.6 18.7 - 

高等学校 R02 1,705 2.2 23.5 38.1 4.7 2.1 6.2 17.7 

R03 1,377 2.8 22.6 38.6 5.2 2.8 6.7 20.5 

R04 1,456 2.8 22.3 42.6 4.0 4.0 2.8 - 

R05 1,508 2.2 28.3 47.3 6.6 4.9 9.2 - 

R06 1,282 3.0 21.2 43.4 4.6 3.6 13.9 - 

特別支援
学校 

R02 258 0.4 17.8 24.0 5.0 1.2 9.3 33.3 

R03 487 1.4 12.1 16.0 4.5 2.3 11.3 41.5 

R04 650 1.2 7.7 14.0 4.6 1.8 7.4 - 

R05 690 1.9 14.1 18.8 6.4 3.0 29.6 - 

R06 601 1.2 9.8 12.1 4.2 2.3 43.3 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。  
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（１１） インターネット利用時のルールの有無 

 

学校種 年度 (n) 

インターネット利用時
のルールの有無の割合

（％） 

① ② ③ 

決
め
て
い
る 

決
め
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 R02 10,871 64.9 33.6 1.6 

R03 11,215 63.8 33.3 2.8 

R04 12,100 62.6 37.4 - 

R05 11,662 60.1 39.9 - 

R06 11,434 62.6 37.4 - 

小学校 R02 6,316 75.9 22.0 2.1 

R03 6,868 71.9 24.8 3.3 

R04 6,970 69.5 30.5 - 

R05 7,069 66.9 33.1 - 

R06 7,153 69.1 30.9 - 

中学校 R02 2,592 64.7 34.5 0.8 

R03 2,483 64.0 34.4 1.7 

R04 3,024 64.4 35.6 - 

R05 2,395 63.1 36.9 - 

R06 2,398 65.1 34.9 - 

高等学校 R02 1,705 25.9 73.4 0.7 

R03 1,377 24.8 73.1 2.0 

R04 1,456 30.5 69.5 - 

R05 1,508 28.7 71.3 - 

R06 1,282 31.4 68.6 - 

特別支援
学校 

R02 258 53.1 43.4 3.5 

R03 487 59.8 36.1 4.1 

R04 650 51.4 48.6 - 

R05 690 48.0 52.0 - 

R06 601 42.3 57.7 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。 
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（１２） インターネット利用時のルールの内容 

（1/2） 

学校種 年度 (n) 

インターネット利用時のルールの内容の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

料
金
の
限
度
を
決
め
る 

利
用
時
間
の
限
度
を
決
め
る 

利
用
し
な
い
日
を
決
め
る 

メ
ー
ル
や
通
話
の
相
手
を
決

め
る 

ど
ん
な
サ
イ
ト
を
利
用
し
た

か
保
護
者
に
伝
え
る 

ブ
ロ
グ
や
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
サ

イ
ト
な
ど
を
作
ら
な
い 

掲
示
板
な
ど
へ
の
書
き
込
み

を
し
な
い 

全体 R02 7,050 17.4 65.2 12.2 21.7 13.5 18.7 20.1 

R03 7,158 14.8 65.5 12.7 20.8 12.6 16.5 21.0 

R04 7,571 14.8 68.1 12.4 23.5 15.2 16.1 18.7 

R05 7,006 13.8 72.2 11.4 21.3 13.6 13.2 15.9 

R06 7,161 14.2 72.2 9.8 19.0 13.0 12.5 14.1 

小学校 R02 4,794 14.9 66.8 15.9 25.9 15.2 20.0 20.1 

R03 4,936 14.5 66.5 16.5 23.9 14.0 18.1 21.5 

R04 4,845 16.1 69.0 15.8 26.2 17.4 18.2 19.2 

R05 4,730 13.2 74.1 14.5 23.6 14.7 13.8 14.9 

R06 4,944 14.1 71.8 12.1 20.4 13.9 13.2 13.2 

中学校 R02 1,678 21.7 66.9 5.1 14.4 11.0 17.9 21.9 

R03 1,589 14.9 68.1 4.5 15.0 10.4 15.6 24.0 

R04 1,948 12.0 71.9 5.9 20.0 13.0 15.3 21.1 

R05 1,512 13.1 73.7 5.3 17.5 13.5 14.0 19.8 

R06 1,560 13.3 78.9 4.6 16.8 12.3 13.3 18.3 

高等学校 R02 441 29.7 41.7 2.5 6.1 5.7 8.4 13.4 

R03 342 23.1 40.1 1.5 8.8 5.6 6.7 11.1 

R04 444 16.4 43.2 2.3 12.8 6.1 5.9 13.3 

R05 433 21.7 51.7 2.1 13.2 7.4 7.9 15.9 

R06 403 20.8 53.8 3.7 13.6 9.2 6.7 14.6 

特別支援
学校 

R02 137 10.9 64.2 4.4 16.8 7.3 14.6 16.1 

R03 291 10.3 64.9 5.2 14.8 9.3 5.8 8.6 

R04 334 9.9 65.3 15.3 19.5 7.8 4.8 4.8 

R05 331 14.5 65.3 5.7 16.6 6.0 8.2 12.1 

R06 254 12.6 68.1 5.5 13.0 6.3 3.5 4.7 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。  
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（2/2） 

学校種 年度 (n) 

インターネット利用時のルールの内容の割合(%) 

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ 

出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
の
有

害
サ
イ
ト
を
利
用
し
な
い 

ル
ー
ル
を
守
れ
な
か
っ
た
と

き
に
ど
う
す
る
か
決
め
る 

メ
ー
ル
を
送
る
と
き
の
ル
ー

ル
を
守
る 

利
用
機
会
を
限
定
（
帰
宅
連

絡
・
緊
急
時
な
ど
）
す
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 R02 7,050 30.4 29.7 15.5 7.4 10.3 2.5 

R03 7,158 31.0 30.0 16.9 7.7 9.8 1.7 

R04 7,571 28.3 27.7 17.2 10.5 5.7 - 

R05 7,006 26.3 26.8 15.5 11.2 5.7 - 

R06 7,161 23.4 25.8 13.9 12.1 4.4 - 

小学校 R02 4,794 25.5 30.7 17.7 8.6 10.9 2.8 

R03 4,936 26.6 30.8 18.3 8.7 10.5 1.8 

R04 4,845 24.5 29.5 19.4 12.9 5.8 - 

R05 4,730 21.0 27.0 16.3 13.0 6.0 - 

R06 4,944 19.8 26.4 14.9 13.3 5.4 - 

中学校 R02 1,678 42.5 29.6 11.8 4.6 9.8 1.7 

R03 1,589 44.9 31.4 15.1 5.0 8.0 1.0 

R04 1,948 37.7 26.4 13.6 6.3 5.6 - 

R05 1,512 39.1 30.6 14.6 6.7 5.0 - 

R06 1,560 33.8 27.8 12.4 8.7 1.5 - 

高等学校 R02 441 38.8 20.6 7.5 3.9 5.9 2.9 

R03 342 42.7 23.1 9.4 5.0 11.1 0.9 

R04 444 42.1 20.3 9.7 5.4 7.2 - 

R05 433 45.5 17.3 7.6 5.5 4.8 - 

R06 403 37.2 20.1 10.2 9.2 2.7 - 

特別支援
学校 

R02 137 28.5 24.1 11.7 11.7 10.2 2.2 

R03 291 15.1 16.2 11.0 8.2 7.6 4.5 

R04 334 10.8 18.0 16.2 8.1 3.3 - 

R05 331 19.6 18.4 18.7 12.4 5.1 - 

R06 254 9.4 12.6 10.2 14.6 4.3 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。  
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（１３） ルールを決めるときの話し合いの有無 

 

学校種 年度 (n) 

ルールを決めるときの話し合
いの有無の割合（％） 

① ② ③ 

行
っ
た 

行
わ
な
か
っ
た 

無
回
答 

全体 R02 7,050 66.2 32.2 1.6 

R03 7,158 68.0 29.5 2.5 

R04 7,571 69.9 30.1 - 

R05 7,006 67.5 32.5 - 

R06 7,161 67.2 32.8 - 

小学校 R02 4,794 65.5 32.5 2.0 

R03 4,936 67.4 29.7 2.9 

R04 4,845 67.5 32.5 - 

R05 4,730 65.5 34.5 - 

R06 4,944 64.5 35.5 - 

中学校 R02 1,678 66.4 33.2 0.4 

R03 1,589 69.4 29.3 1.3 

R04 1,948 74.6 25.4 - 

R05 1,512 71.8 28.2 - 

R06 1,560 74.0 26.0 - 

高等学校 R02 441 70.1 28.1 1.8 

R03 342 67.5 31.3 1.2 

R04 444 71.8 28.2 - 

R05 433 68.1 31.9 - 

R06 403 69.2 30.8 - 

特別支援
学校 

R02 137 75.2 23.4 1.5 

R03 291 72.5 23.4 4.1 

R04 334 74.0 26.0 - 

R05 331 77.0 23.0 - 

R06 254 75.2 24.8 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。 
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（１４） インターネット利用時のトラブルや嫌な思いの経験の有無 

 

学校種 年度 (n) 

インターネット利用時の
トラブルや嫌な思いの経
験の有無の割合（％） 

① ② ③ 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全体 R02 10,871 6.9 89.3 3.8 

R03 11,215 7.6 88.4 4.0 

R04 12,100 7.7 92.3 - 

R05 11,662 7.6 92.4 - 

R06 11,434 7.7 92.3 - 

小学校 R02 6,316 7.4 87.7 4.9 

R03 6,868 8.9 86.3 4.8 

R04 6,970 7.6 92.4 - 

R05 7,069 7.0 93.0 - 

R06 7,153 7.8 92.2 - 

中学校 R02 2,592 6.4 91.8 1.8 

R03 2,483 5.6 92.4 2.0 

R04 3,024 7.0 93.0 - 

R05 2,395 7.4 92.6 - 

R06 2,398 7.1 92.9 - 

高等学校 R02 1,705 5.7 92.1 2.2 

R03 1,377 4.7 93.2 2.1 

R04 1,456 8.2 91.8 - 

R05 1,508 9.2 90.8 - 

R06 1,282 9.3 90.7 - 

特別支援
学校 

R02 258 8.9 85.3 5.8 

R03 487 8.0 84.2 7.8 

R04 650 10.3 89.7 - 

R05 690 10.6 89.4 - 

R06 601 5.7 94.3 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。 
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（１５） トラブルや嫌な思いをした経験の内容 

 

学校種 年度 (n) 

トラブルや嫌な思いをした経験の内容の
割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ 

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
書
き
込
ん
だ

文
章
が
原
因
で
友
だ
ち
と
け
ん
か

に
な
っ
た 

グ
ル
ー
プ
内
や
、
誰
も
が
見
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
、
自
分
の
悪
口
や
個
人
情

報
を
書
か
れ
た 

無
料
通
話
ア
プ
リ
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
で
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
り
、
勝
手

に
退
会
さ
せ
ら
れ
た
り
し
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 R02 750 20.9 15.2 17.2 48.4 8.7 

R03 854 19.9 16.0 20.8 44.0 11.9 

R04 928 25.3 17.2 13.9 27.9 27.0 

R05 888 49.2 26.5 19.5 21.5 - 

R06 884 30.3 22.4 18.7 41.4 - 

小学校 R02 465 16.6 12.9 21.5 48.0 11.2 

R03 611 15.7 13.6 22.6 45.5 13.7 

R04 531 21.3 15.6 15.8 28.2 28.6 

R05 498 42.8 24.3 20.5 25.3 - 

R06 561 24.4 20.7 19.1 45.5 - 

中学校 R02 165 23.0 19.4 10.9 52.1 3.6 

R03 139 26.6 23.0 18.0 44.6 5.0 

R04 211 26.5 18.5 10.0 31.8 26.1 

R05 178 57.3 27.5 15.2 18.5 - 

R06 170 40.6 22.9 20.0 39.4 - 

高等学校 R02 97 39.2 17.5 7.2 45.4 5.2 

R03 65 33.8 23.1 16.9 35.4 7.7 

R04 119 35.3 21.0 10.9 21.0 25.2 

R05 139 59.0 30.2 18.0 16.5 - 

R06 119 45.4 27.7 14.3 26.9 - 

特別支援
学校 

R02 23 17.4 21.7 17.4 43.5 8.7 

R03 39 38.5 17.9 10.3 33.3 15.4 

R04 67 35.8 19.4 16.4 25.4 20.9 

R05 73 54.8 31.5 26.0 12.3 - 

R06 34 23.5 29.4 20.6 35.3 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。（「その他」を除く）  
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（１６） トラブルを受けての対応 

 

学校種 年度 (n) 

トラブルを受けての対応の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

が
ま
ん
し
た 

家
族
に
相
談
し
た 

学
校
・
先
生
に
相
談
し
た 

警
察
に
相
談
し
た 

専
門
の
相
談
窓
口
に
電
話
し
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 R02 750 46.5 31.7 8.9 2.8 1.1 19.5 8.1 

R03 854 45.2 29.2 11.4 2.6 2.0 21.7 11.8 

R04 928 46.6 27.5 13.4 2.3 2.4 13.7 - 

R05 888 61.7 29.6 17.2 6.1 4.4 10.6 - 

R06 884 45.9 30.5 13.9 3.6 3.7 24.1 - 

小学校 R02 465 46.9 37.6 6.9 3.2 1.1 13.1 9.5 

R03 611 45.7 32.1 10.8 3.1 1.6 17. 2 12.4 

R04 531 46.1 29.6 10.0 2.6 3.4 11.3 - 

R05 498 61.2 33.3 14.3 6.8 5.2 8.6 - 

R06 561 41.9 34.2 14.4 4.5 4.6 21.4 - 

中学校 R02 165 42.4 21.2 9.1 2.4 1.2 38.2 4.2 

R03 139 48.9 22.3 12.9 0.0 2.2 36.0 6.5 

R04 211 44.5 20.9 10.9 0.5 0.9 19.0 - 

R05 178 68.5 23.0 15.7 5.6 2.2 12.4 - 

R06 170 52.9 21.8 9.4 1.8 2.4 32.4 - 

高等学校 R02 97 55.7 18.6 11.3 2.1 1.0 19.6 9.3 

R03 65 43.1 9.2 10.8 3.1 3.1 38.5 7.7 

R04 119 53.8 21.0 11.8 3.4 0.8 18.5 - 

R05 139 61.9 20.9 17.3 5.8 3.6 16.5 - 

R06 119 55.5 27. 7 14.3 2.5 2.5 26.1 - 

特別支援
学校 

R02 23 30.4 43.5 39.1 0.0 0.0 13.0 4.3 

R03 39 28.2 41.0 15.4 2.6 5.1 12.8 28.2 

R04 67 43.3 43.3 50.7 3.0 1.5 7.5 - 

R05 73 47.9 37.0 41.1 2.7 5.5 8.2 - 

R06 34 44.1 23.5 26.5 2.9 0.0 20.6 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。  
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２ 学校 

 

（１） スマートフォン等の校内への持ち込みについての指導 

 

学校種 年度 (n) 

スマートフォン等の校内への持ち込みについての指導の 
割合(%) 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

全
面
的
に
禁
止
し
て
い
る 

原
則
禁
止
し
て
い
る
が
、
申

請
が
あ
れ
ば
許
可
し
て
い

る 校
内
へ
の
持
ち
込
み
は
禁

止
し
て
い
な
い
が
、
教
室
へ

の
持
ち
込
み
は
禁
止
し
て

い
る 

持
ち
込
み
は
禁
止
し
て
い

な
い
が
、
授
業
時
間
中
や
集

会
等
で
の
使
用
を
禁
止
し

て
い
る 

持
ち
込
み
も
、
使
用
も
禁
止

し
て
い
な
い
が
、
必
要
に
応

じ
て
指
導
し
て
い
る 

無
回
答 

全体 R02 92   6.5 71.7 1.1 17.4 3.3 0.0 

R03 99  23.2 51.5 5.1 13.1 6.1 1.0 

R04 102 18.6 53.9 2.9 12.7 11.8 - 

R05 102 14.7 55.9 5.9 14.7 8.8 - 

R06 103 11.7 58.3 3.9 12.6 13.6 - 

小学校 R02 44   9.1 90.9 0.0 0.0 0.0 0.0 

R03 44  29.5 68.2 0.0 0.0 0.0 2.3 

R04 44 20.5 72.7 0.0 4.5 2.3 - 

R05 44 20.5 75.0 0.0 4.5 0.0 - 

R06 44 15.9 77.3 0.0 6.8 0.0 - 

中学校 R02 27   7.4 88.9 0.0 3.7 0.0 0.0 

R03 27  33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 

R04 28 35.7 53.6 7.1 3.6 0.0 - 

R05 28 21.4 75.0 3.6 0.0 0.0 - 

R06 28 17.9 75.0 3.6 0.0 3.6 - 

高等学校 R02 16   0.0 0.0 0.0 81.3 18.8 0.0 

R03 16  0.0 0.0 6.3 62.5 31.3 0.0 

R04 16 0.0 0.0 0.0 37.5 62.5 - 

R05 15 0.0 0.0 13.3 40.0 46.7 - 

R06 16 0.0 0.0 6.3 31.3 62.5 - 

特別支援
学校 

R02 5   0.0 40.0 20.0 40.0 0.0 0.0 

R03 12  8.3 25.0 33.3 25.0 8.3 0.0 

R04 14 0.0 57.1 7.1 28.6 7.1 - 

R05 15 0.0 20.0 20.0 46.7 13.3 - 

R06 15 0.0 33.3 13.3 33.3 20.0 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。  
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（２） 家庭への学習者用端末持ち帰り 

 

学校種 年度 （ｎ） 

家庭への学習者用端末持ち帰りの割合（％） 

① ② ③ ④ 

毎
日
持
ち
帰
ら
せ
て
い
る 

毎
日
持
ち
帰
り
が
基
本
だ
が
、 

荷
物
が
多
い
時
は
そ
の
限
り
で
は
な
い 

毎
日
持
ち
帰
り
は
さ
せ
な
い 

特
に
決
め
て
い
な
い 

全体 R05 102 42.2 26.5 22.5 8.8 

R06 103 42.7 24.3 19.4 13.6 

小学校 R05 44 43.2 31.8 20.5 4.5 

R06 44 43.2 34.1 13.6 9.1 

中学校 R05 28 50.0 17.9 25.0 7.1 

R06 28 57.1 25.0 14.3 3.6 

高等学校 R05 15 46.7 26.7 6.7 20.0 

R06 16 43.8 6.3 6.3 43.8 

特別支援

学校 

R05 15 20.0 26.7 40.0 13.3 

R06 15 13.3 13.3 60.0 13.3 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。 
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（３） インターネットについての指導内容 

 

学校種 
年
度 (n) 

インターネットについての指導内容の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

国
や
都
、
関
係
機
関
等
の
資
料
（
含
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と
う
き
ょ
う
（
旧
Ｓ

Ｎ
Ｓ
東
京
ノ
ー
ト
）
）
を
活
用
し
て
指
導

を
行
っ
て
い
る 

都
の
学
校
非
公
式
サ
イ
ト
等
の
監
視

結
果
を
活
用
し
て
指
導
を
行
っ
て
い

る 学
校
で
資
料
や
通
知
を
作
成
し
て
指

導
を
行
っ
て
い
る 

外
部
人
材
を
活
用
し
て
指
導
を
行
っ

て
い
る 

集
会
や
学
級
活
動
（
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
）

な
ど
の
時
間
に
指
導
を
行
っ
て
い
る 

授
業
等
で
計
画
的
に
指
導
を
行
っ
て

い
る 

行
事
等
で
指
導
を
行
っ
て
い
る 

各
教
員
の
裁
量
に
よ
り
指
導
を
行
っ

て
い
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 R02 92 88.0 8.7 53.3 69.6 73.9 40.2 20.7 13.0 3.3 0.0 

R03 99 86.9 7.1 52.5 55.6 72.7 53.5 23.2 18.2 3.0 0.0 

R04 102 86.3 16.7 66.7 62.7 68.6 72.5 40.2 41.2 1.0 - 

R05 102 79.4 2.9 64.7 66.7 81.4 61.8 32.4 33.3 3.9 - 

R06 103 73.8 9.7 48.5 54.4 71.8 58.3 31.1 29.1 1.9 - 

小学校 R02 44 93.2 6.8 47.7 68.2 63.6 52.3 22.7 9.1 0.0 0.0 

R03 44 100.0 4.5 50.0 70.5 59.1 63.6 31.8 15.9 2.3 0.0 

R04 44 93.2 13.6 70.5 72.7 54.5 79.5 31.8 38.6 2.3 - 

R05 44 84.1 0.0 68.2 77.3 65.9 59.1 29.5 27.3 4.5 - 

R06 44 79.5 2.3 52.3 70.5 65.9 63.6 27.3 25.0 4.5 - 

中学校 R02 27 88.9 7.4 55.6 88.9 88.9 22.2 11.1 18.5 0.0 0.0 

R03 27 88.9 3.7 63.0 63.0 85.2 44.4 11.1 11.1 0.0 0.0 

R04 28 85.7 17.9 71.4 78.6 96.4 64.3 57.1 42.9 0.0 - 

R05 28 82.1 3.6 64.3 75.0 96.4 64.3 32.1 32.1 3.6 - 

R06 28 71.4 7.1 60.7 60.7 78.6 57.1 21.4 21.4 0.0 - 

高等学
校 

R02 16 75.0 18.8 56.3 50.0 81.3 31.3 31.3 12.5 12.5 0.0 

R03 16 68.8 25.0 43.8 31.3 93.8 37.5 31.3 31.3 6.3 0.0 

R04 16 68.8 37.5 43.8 50.0 75.0 62.5 50.0 31.3 0.0 - 

R05 15 60.0 13.3 66.7 53.3 80.0 53.3 46.7 26.7 6.7 - 

R06 16 56.3 31.3 25.0 18.8 87.5 37.5 68.8 31.3 0.0 - 

特別支
援学校 

R02 5 80.0 0.0 80.0 40.0 60.0 60.0 20.0 20.0 20.0 0.0 

R03 12 58.3 0.0 50.0 16.7 66.7 58.3 8.3 25.0 8.3 0.0 

R04 14 85.7 0.0 71.4 14.3 50.0 78.6 21.4 57.1 0.0 - 

R05 15 80.0 0.0 53.3 33.3 100.0 73.3 26.7 60.0 0.0 - 

R06 15 80.0 13.3 40.0 33.3 60.0 66.7 20.0 53.3 0.0 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。  
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（４） インターネットについての保護者への啓発 

 

学校種 年度 (n) 

インターネットについての保護者への啓発の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

国
や
都
、
関
係
機
関
等
の
資
料
（
含
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と
う
き
ょ
う
（
旧
Ｓ

Ｎ
Ｓ
東
京
ノ
ー
ト
）
）
を
活
用
し
て
啓
発

を
行
っ
て
い
る 

都
の
学
校
非
公
式
サ
イ
ト
等
の
監
視

結
果
を
活
用
し
て
啓
発
を
行
っ
て
い

る 学
校
で
資
料
や
通
知
を
作
成
し
て
啓

発
を
行
っ
て
い
る 

外
部
人
材
を
活
用
し
て
啓
発
を
行
っ

て
い
る 

行
事
等
で
啓
発
を
行
っ
て
い
る 

保
護
者
会
な
ど
の
機
会
に
啓
発
を
行

っ
て
い
る 

各
教
員
の
裁
量
に
よ
り
啓
発
を
行
っ

て
い
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 R02 92 64.1 5.4 55.4 38.0 16.3 87.0 10.9 4.3 0.0 

R03 99 63.6 4.0 62.6 32.3 15.2 81.8 9.1 2.0 0.0 

R04 102 63.7 7.8 61.8 22.5 15.7 90.2 14.7 1.0 - 

R05 102 47.1 8.8 67.6 29.4 27.5 84.3 16.7 1.0 - 

R06 103 51.5 3.9 56.3 23.3 23.3 85.4 20.4 1.0 - 

小学校 R02 44 77.3 4.5 54.5 40.9 20.5 88.6 9.1 4.5 0.0 

R03 44 79.5 2.3 70.5 50.0 18.2 81.8 4.5 2.3 0.0 

R04 44 72.7 6.8 63.6 25.0 18.2 90.9 18.2 2.3 - 

R05 44 50.0 4.5 70.5 38.6 27.3 90.9 6.8 2.3 - 

R06 44 56.8 2.3 65.9 29.5 27.3 86.4 15.9 2.3 - 

中学校 R02 27 55.6 3.7 55.6 59.3 18.5 100.0 11.1 0.0 0.0 

R03 27 66.7 3.7 63.0 33.3 22.2 85.2 11.1 0.0 0.0 

R04 28 57.1 3.6 67.9 35.7 14.3 96.4 7.1 0.0 - 

R05 28 39.3 7.1 67.9 39.3 28.6 92.9 7.1 0.0 - 

R06 28 42.9 3.6 60.7 39.3 28.6 96.4 7.1 0.0 - 

高等学校 R02 16 50.0 6.3 50.0 6.3 6.3 68.8 12.5 12.5 0.0 

R03 16 31.3 6.3 50.0 0.0 6.3 81.3 18.8 6.3 0.0 

R04 16 56.3 18.8 43.8 6.3 0.0 81.3 12.5 0.0 - 

R05 15 40.0 26.7 60.0 6.7 40.0 73.3 46.7 0.0 - 

R06 16 37.5 6.3 31.3 0.0 18.8 81.3 43.8 0.0 - 

特別支援
学校 

R02 5 40.0 20.0 80.0 0.0 0.0 60.0 20.0 0.0 0.0 

R03 12 41.7 8.3 50.0 8.3 0.0 75.0 8.3 0.0 0.0 

R04 14 57.1 7.1 64.3 7.1 28.6 85.7 21.4 0.0 - 

R05 15 60.0 6.7 66.7 6.7 13.3 60.0 33.3 0.0 - 

R06 15 66.7 6.7 46.7 0.0 6.7 66.7 33.3 0.0 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。  
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（５） 「GIGA ワークブックとうきょう（旧ＳＮＳ東京ノート）」の情報モラル教育への活用 

 

学校種 年度 （ｎ） 

「GIGAワークブックとうきょう（旧ＳＮＳ東京ノート）」

の情報モラル教育への活用の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ 

十
分
活
用
し
て
い
る 

活
用
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
活
用
し
て
い
な
い 

活
用
し
て
い
な
い 

全体 R04 102 10.8 66.7 12.7 7.8 2.0 

R05 102 3.9 56.9 17.6 20.6 1.0 

R06 103 7.8 54.4 23.3 12.6 1.9 

小学校 R04 44 15.9 68.2 11.4 2.3 2.3 

R05 44 9.1 61.4 18.2 11.4 0.0 

R06 44 11.4 61.4 15.9 11.4 0.0 

中学校 R04 28 10.7 60.7 7.1 17.9 3.6 

R05 28 0.0 46.4 21.4 32.1 0.0 

R06 28 0.0 57.1 28.6 10.7 3.6 

高等学校 R04 16 0.0 75.0 12.5 12.5 0.0 

R05 15 0.0 53.3 13.3 33.3 0.0 

R06 16 6.3 37.5 31.3 25.0 0.0 

特別支援

学校 

R04 14 7.1 64.3 28.6 0.0 0.0 

R05 15 0.0 66.7 13.3 13.3 6.7 

R06 15 13.3 46.7 26.7 6.7 6.7 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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（６） 「GIGA ワークブックとうきょう（旧ＳＮＳ東京ノート）」の今年度使用回数 

 

学校種 年度 （ｎ） 

「GIGAワークブックとうきょう（旧ＳＮＳ東京ノート）」

の今年度使用回数の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

１
回 

２
回 

３
回 

４
回 

５
回 

６
回
以
上 

全体 R04 102 29.4 32.4 26.5 4.9 2.0 4.9 

R05 102 44.1 26.5 24.5 2.0 2.0 1.0 

R06 103 52.4 23.3 15.5 1.0 1.0 6.8 

小学校 R04 44 15.9 22.7 43.2 6.8 2.3 9.1 

R05 44 36.4 27.3 25.0 4.5 4.5 2.3 

R06 44 31.8 22.7 27.3 2.3 2.3 13.6 

中学校 R04 28 46.4 35.7 17.9 0.0 0.0 0.0 

R05 28 50.0 32.1 17.9 0.0 0.0 0.0 

R06 28 71.4 25.0 3.6 0.0 0.0 0.0 

高等学校 R04 16 31.3 56.3 6.3 6.3 0.0 0.0 

R05 15 66.7 13.3 20.0 0.0 0.0 0.0 

R06 16 68.8 25.0 0.0 0.0 0.0 6.3 

特別支援

学校 

R04 14 35.7 28.6 14.3 7.1 7.1 7.1 

R05 15 33.3 26.7 40.0 0.0 0.0 0.0 

R06 15 60.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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（７） 「ＳＮＳ学校ルール」の見直し 

 

学校種 年度 （ｎ） 

「ＳＮＳ学校ルール」の見直しの割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ 

毎
年
見
直
し
て
い
る 

２
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
る 

３
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
る 

不
定
期
に
見
直
し
て
い
る 

見
直
し
て
い
な
い 

全体 R04 102 46.1 1.0 0.0 46.1 6.9 

R05 102 46.1 1.0 1.0 46.1 5.9 

R06 103 46.6 2.9 0.0 48.5 1.9 

小学校 R04 44 59.1 2.3 0.0 36.4 2.3 

R05 44 61.4 0.0 0.0 31.8 6.8 

R06 44 59.1 2.3 0.0 36.4 2.3 

中学校 R04 28 42.9 0.0 0.0 46.4 10.7 

R05 28 42.9 3.6 0.0 53.6 0.0 

R06 28 46.4 7.1 0.0 46.4 0.0 

高等学校 R04 16 18.8 0.0 0.0 68.8 12.5 

R05 15 20.0 0.0 0.0 66.7 13.3 

R06 16 12.5 0.0 0.0 87.5 0.0 

特別支援

学校 

R04 14 42.9 0.0 0.0 50.0 7.1 

R05 15 33.3 0.0 6.7 53.3 6.7 

R06 15 46.7 0.0 0.0 46.7 6.7 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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（８） インターネットに関するトラブル 

 

学校種 年度 (n) 

インターネットに関
するトラブルの割合

（％） 

① ② ③ 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全体 R02 92 55.4 44.6 0.0 

R03 99 66.7 33.3 0.0 

R04 102 58.8 41.2 - 

R05 102 47.1 52.9 - 

R06 103 56.3 43.7 - 

小学校 R02 44 40.9 59.1 0.0 

R03 44 63.6 36.4 0.0 

R04 44 47.7 52.3 - 

R05 44 45.5 54.5 - 

R06 44 43.2 56.8 - 

中学校 R02 27 74.1 25.9 0.0 

R03 27 85.2 14.8 0.0 

R04 28 85.7 14.3 - 

R05 28 75.0 25.0 - 

R06 28 82.1 17.9 - 

高等学校 R02 16 62.5 37.5 0.0 

R03 16 68.8 31.3 0.0 

R04 16 75.0 25.0 - 

R05 15 33.3 66.7 - 

R06 16 62.5 37.5 - 

特別支援
学校 

R02 5 60.0 40.0 0.0 

R03 12 33.3 66.7 0.0 

R04 14 21.4 78.6 - 

R05 15 13.3 86.7 - 

R06 15 40.0 60.0 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。 
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（９） トラブルの内容 

 

学校種 年度 (n) 

トラブルの内容の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

誹
謗
中
傷
の
メ
ー
ル
、
不
審
者
メ
ー
ル
、
チ
ェ

ー
ン
メ
ー
ル
、
な
り
す
ま
し
メ
ー
ル
、
わ
い
せ

つ
画
像
、
架
空
請
求
等
が
児
童
・
生
徒
に
送
信

さ
れ
て
き
た 

電
子
メ
ー
ル
が
原
因
で
児
童
・
生
徒
間
や
保
護

者
等
の
間
で
、
け
ん
か
や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た 

無
料
通
話
ア
プ
リ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア

プ
リ
（
グ
ル
ー
プ
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
や
り
と
り

す
る
ア
プ
リ
）
が
原
因
で
児
童
・
生
徒
間
や
保

護
者
等
の
間
で
、
け
ん
か
や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

た イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
等
の
過
度
の
利

用
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
が
体
調
不
良
や
成
績

不
振
等
に
陥
っ
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
ア
プ
リ
で
の
個
人
情
報
の
悪
用
、
犯
罪
行
為
の
誘

引
、
自
殺
・
自
傷
の
誘
引
、
架
空
請
求
、
脅
迫
・
強
要
、

詐
欺
等
の
ト
ラ
ブ
ル
に
、
児
童
・
生
徒
が
巻
き
込
ま
れ

た 児
童
・
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
不
適
切

な
行
為
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
告

発
さ
れ
た
り
、
電
話
や
メ
ー
ル
が
寄
せ
ら
れ
た

り
し
た 

学
校
非
公
式
サ
イ
ト
等
に
、
学
校
や
教
職
員
に

対
す
る
誹
謗
中
傷
な
ど
の
書
き
込
み
を
さ
れ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 R02 51 21.6 23.5 76.5 37.3 7.8 5.9 0.0 5.9 0.0 

R03 66 12.1 16.7 66.7 34.8 1.5 9.1 0.0 9.1 3.0 

R04 60 18.3 41.7 55.0 23.3 3.3 1.7 3.3 6.7 - 

R05 48 20.8 33.3 58.3 14.6 10.4 4.2 4.2 8.3 - 

R06 58 29.3 37.9 63.8 13.8 3.4 3.4 1.7 8.6 - 

小学校 R02 18 16.7 16.7 72.2 38.9 5.6 0.0 0.0 11.1 0.0 

R03 28 7.1 10.7 67.9 21.4 0.0 3.6 0.0 14.3 3.6 

R04 21 9.5 23.8 61.9 19.0 0.0 0.0 4.8 9.5 - 

R05 20 5.0 30.0 55.0 15.0 15.0 0.0 0.0 15.0 - 

R06 19 10.5 36.8 52.6 21.1 0.0 5.3 0.0 15.8 - 

中学校 R02 20 15.0 25.0 90.0 30.0 10.0 0.0 0.0 5.0 0.0 

R03 23 21.7 26.1 69.6 52.2 4.3 8.7 0.0 4.3 4.3 

R04 24 29.2 45.8 66.7 33.3 4.2 0.0 4.2 4.2 - 

R05 21 33.3 38.1 61.9 19.0 4.8 9.5 9.5 0.0 - 

R06 23 39.1 34.8 78.3 4.3 0.0 0.0 4.3 0.0 - 

高等学
校 

R02 10 50.0 40.0 50.0 40.0 10.0 30.0 0.0 0.0 0.0 

R03 11 0.0 9.1 72.7 27.3 0.0 27.3 0.0 0.0 0.0 

R04 12 16.7 58.3 25.0 8.3 8.3 8.3 0.0 8.3 - 

R05 5 40.0 40.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 - 

R06 10 40.0 40.0 60.0 30.0 10.0 10.0 0.0 0.0 - 

特別支
援学校 

R02 3 0.0 0.0 100.0 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

R03 4 25.0 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 

R04 3 0.0 66.7 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 - 

R05 2 0.0 0.0 100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 - 

R06 6 33.3 50.0 50.0 0.0 16.7 0.0 0.0 33.3 - 

※網掛けは各学校種・年度で最も割合の高いものを示している。 
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（１０） 情報モラル教育の課題 

 

学校種 年度 （ｎ） 

情報モラル教育の課題の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ 

教
育
課
程
へ
の
位
置
付
け 

日
常
的
な
指
導 

保
護
者
と
の
連
携 

教
員
の
指
導
力 

そ
の
他 

全体 R04 102 22.5 70.6 83.3 34.3 2.9 

R05 102 17.6 63.7 72.5 31.4 2.0 

R06 103 20.4 49.5 81.6 39.8 2.9 

小学校 R04 44 25.0 68.2 84.1 36.4 0.0 

R05 44 20.5 50.0 88.6 25.0 4.5 

R06 44 22.7 52.3 79.5 38.6 0.0 

中学校 R04 28 21.4 75.0 89.3 32.1 3.6 

R05 28 21.4 71.4 75.0 28.6 0.0 

R06 28 17.9 57.1 96.4 25.0 3.6 

高等学校 R04 16 12.5 68.8 68.8 31.3 12.5 

R05 15 13.3 100.0 33.3 13.3 0.0 

R06 16 12.5 62.5 75.0 56.3 6.3 

特別支援

学校 

R04 14 28.6 71.4 85.7 35.7 0.0 

R05 15 6.7 53.3 60.0 73.3 0.0 

R06 15 26.7 13.3 66.7 53.3 6.7 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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（１１） 情報モラル教育の推進において重視する内容 

 

学校種 年度 （ｎ） 

情報モラル教育の推進における重視内容の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

長
時
間
利
用 

高
額
課
金 

不
適
切
な
サ
イ
ト
の
閲
覧 

見
知
ら
ぬ
人
と
の
や
り
と
り 

著
作
権
の
侵
害 

不
適
切
情
報
の
発
信 

個
人
情
報
の
投
稿 

悪
口
・
い
じ
り 

全体 R04 102 52.9 22.5 45.1 71.6 45.1 74.5 79.4 77.5 

R05 102 55.9 20.6 49.0 71.6 51.0 68.6 75.5 70.6 

R06 103 63.1 18.4 47.6 56.3 39.8 68.0 69.9 72.8 

小学校 R04 44 56.8 25.0 50.0 72.7 47.7 70.5 79.5 84.1 

R05 44 52.3 18.2 59.1 77.3 56.8 70.5 72.7 75.0 

R06 44 77.3 18.2 54.5 54.5 34.1 63.6 61.4 81.8 

中学校 R04 28 50.0 21.4 35.7 57.1 53.6 89.3 82.1 82.1 

R05 28 60.7 21.4 46.4 75.0 60.7 75.0 85.7 92.9 

R06 28 50.0 14.3 32.1 53.6 39.3 71.4 78.6 75.0 

高等学校 R04 16 50.0 25.0 31.3 81.3 37.5 81.3 93.8 68.8 

R05 15 46.7 26.7 33.3 40.0 26.7 73.3 53.3 53.3 

R06 16 50.0 31.3 37.5 56.3 56.3 81.3 81.3 68.8 

特別支援

学校 

R04 14 50.0 14.3 64.3 85.7 28.6 50.0 57.1 57.1 

R05 15 66.7 20.0 40.0 80.0 40.0 46.7 86.7 33.3 

R06 15 60.0 13.3 66.7 66.7 40.0 60.0 66.7 46.7 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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（１２） 情報活用能力を育成する上での課題 

 

学校種 年度 （ｎ） 

情報活用能力を育成する上での課題の割合（％） 

① ② ③ ④ 

基
本
的
操
作
分
野
に
つ
い
て
の
指
導 

情
報
活
用
分
野
に
つ
い
て
の
指
導 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
分
野
に
つ
い
て
の
指
導 

情
報
モ
ラ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野
に
つ
い
て
の
指
導 

全体 R05 102 7.8 24.5 19.6 48.0 

R06 103 6.8 18.4 13.6 61.2 

小学校 R05 44 2.3 20.5 29.5 47.7 

R06 44 2.3 18.2 27.3 52.3 

中学校 R05 28 3.6 28.6 0.0 67.9 

R06 28 3.6 17.9 3.6 75.0 

高等学校 R05 15 20.0 26.7 26.7 26.7 

R06 16 12.5 25.0 0.0 62.5 

特別支援

学校 

R05 15 20.0 26.7 20.0 33.3 

R06 15 20.0 13.3 6.7 60.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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（１３） 情報活用能力を育成する上での課題の要因 

 

学校種 年度 （ｎ） 

情報活用能力を育成する上での課題の要因の割合（％） 

① ② ③ ④ ⑤ 

教
員
の
理
解
不
足 

指
導
内
容
の
理
解
不
足 

情
報
の
不
足 

研
修
機
会
の
不
足 

そ
の
他 

全体 R05 102 17.6 23.5 20.6 26.5 11.8 

R06 103 20.4 34.0 14.6 17.5 13.6 

小学校 R05 44 9.1 29.5 22.7 29.5 9.1 

R06 44 15.9 45.5 11.4 13.6 13.6 

中学校 R05 28 14.3 25.0 14.3 32.1 14.3 

R06 28 17.9 28.6 21.4 10.7 21.4 

高等学校 R05 15 33.3 20.0 20.0 13.3 13.3 

R06 16 18.8 31.3 6.3 31.3 12.5 

特別支援

学校 
R05 15 33.3 6.7 26.7 20.0 13.3 

R06 15 40.0 13.3 20.0 26.7 0.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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（１４） 教員の生成ＡＩ等の活用状況 

 

学校種 年度 （ｎ） 

教員の生成ＡＩ等の活用状況の割合（％） 

① ② 
い
る 

い
な
い 

全体 R05 102 29.4 70.6 

R06 103 49.5 50.5 

小学校 R05 44 36.4 63.6 

R06 44 43.2 56.8 

中学校 R05 28 28.6 71.4 

R06 28 53.6 46.4 

高等学校 R05 15 26.7 73.3 

R06 16 50.0 50.0 

特別支援

学校 

R05 15 13.3 86.7 

R06 15 60.0 40.0 

※網掛けは各学校種で最も割合の高いものを示している。 
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